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新
た
な
年
に
向
け
て
、
医
学

科
・
附
属
病
院
の
最
近
の
動
き

を
教
育
、
研
究
を
中
心
に
お
伝

え
し
ま
す
。
先
ず
、
今
年
の
医

学
部
医
学
科
の
入
学
志
望
者
の

最
終
倍
率
が
前
期
で
一
〇
・
九

倍
、
後
期
が
十
七
・
六
倍
と
な

り
、
昨
年
の
二
倍
以
上
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
前
期
の
倍
率
が
熊
本
大
学
の

十
一
倍
に
次
い
で
全
国
二
位
の

高
倍
率
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
単
に
昨
年
の
倍
率
が
低
か

っ
た
だ
け
で
な
く
、
入
試
委
員

長
（
佐
藤
敬
教
授
）
を
中
心
と

す
る
各
教
員
に
よ
る
入
試
説
明

会
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
各
高

校
で
の
説
明
、
県
内
の
校
長
会

と
の
懇
談
に
加
え
て
青
森
県
に

よ
る
奨
学
金
の
提
案
な
ど
、
総

合
的
な
取
り
組
み
の
成
果
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
結
果
は
単

に
入
試
に
よ
る
大
学
へ
の
収
入

増
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

よ
り
優
秀
な
学
生
の
獲
得
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
す
。�

　
医
学
教
育
の
改
革
は
全
国
の

大
学
で
進
行
し
て
い
ま
す
が
、

本
学
で
も
医
学
科
の
学
部
教
育
、

卒
後
教
育
全
般
を
統
括
し
、
よ

り
良
い
医
学
教
育
を
実
践
す
る

た
め
にM

edical 
School

研
究

セ
ン
タ
ー
及
び
卒
後
臨
床
教
育

セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
魅
力
的

な
学
部
教
育
・
卒
後
臨
床
研
修

シ
ス
テ
ム
構
築
へ
向
け
て
新
た

に
「
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
四
月
か

ら
衛
生
・
公
衆
衛
生
学
講
座
（
仮

称
）
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
両
講
座
を
統
合
し
、
教
育
・

研
究
を
有
機
的
に
展
開
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
卒
後
臨
床

研
修
医
の
た
め
の
宿
舎
は
完
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
年
度
か

ら
利
用
可
能
で
す
。�

　
更
に
、
研
究
促
進
の
目
的
で

脳
研
の
細
胞
工
学
部
門
を
発
展

的
に
改
組
し
、
糖
鎖
工
学
研
究

所
跡
地
に
高
度
先
進
医
学
研
究

セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
ま
す
。
医

学
の
基
礎
と
な
る
分
子
生
物
学
、

遺
伝
子
改
変
動
物
な
ど
の
研
究

者
を
国
内
外
を
問
わ
ず
公
募
し
、

セ
ン
タ
ー
独
自
の
研
究
と
医
学

科
の
研
究
支
援
を
担
え
る
人
材

を
集
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
教
授
一
、
助
教
授
一
、
助

手
二
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

研
究
と
教
育
（
大
学
院
の
学
生
）

に
専
念
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考

え
て
い
ま
す
。
直
ち
に
研
究
を

開
始
で
き
る
よ
う
に
、
研
究
開

始
時
に
ま
と
ま
っ
た
研
究
費
を

提
供
す
べ
く
、
現
在
寄
附
金
を

集
め
て
お
り
、
額
の
多
少
に
関

わ
ら
ず
、
同
窓
生
の
諸
先
生
か

ら
の
申
し
込
み
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
寄
附
の
窓
口
は
学
部

長
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。�

　
最
近
、
本
学
出
身
者
が
日
本

学
術
振
興
会
賞
（
若
手
　
将
来

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
者
の
育
成
）

に
応
募
し
た
り
、
文
部
科
学
大

臣
賞
（
若
手
）
の
候
補
者
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
り
、
そ
の
活

躍
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
本
学
の
四
ツ
柳
助
教
授
が

二
月
か
ら
札
幌
医
科
大
学
の
形

成
外
科
教
授
と
し
て
転
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
他
学
を
経
由
し

て
教
授
と
な
っ
た
方
々
も
多
数

誕
生
し
て
お
り
、
研
究
・
教
育

者
を
育
成
す
る
機
関
と
し
て
本

学
が
力
を
発
揮
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。�

　
診
療
面
で
は
附
属
病
院
の
整

備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
脳
研
の
神
経
統
御
部
門

を
中
心
と
し
て
、
本
年
か
ら
新

た
に
診
療
科
と
し
て
神
経
内
科

を
設
置
し
ま
す
。
附
属
病
院
と

し
て
は
、
将
来
構
想
と
し
て
臓

器
別
診
療
科
を
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
が
そ
の
第
一
歩

と
い
え
ま
す
。
更
に
、
診
療
能

力
の
強
化
と
新
た
な
先
進
医
療

開
発
へ
向
け
て
医
学
科
内
に
基

礎
・
臨
床
融
合
型
の
癌
グ
ル
ー

プ
、
臓
器
移
植
グ
ル
ー
プ
の
立

ち
上
げ
を
急
い
で
お
り
、
新
た

な
チ
ー
ム
も
順
次
立
ち
上
げ
る

予
定
で
す
。
持
て
る
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
に
は
、
講
座
の
壁

を
取
り
払
い
医
学
科
内
に
お
け

る
連
携
推
進
は
必
須
で
あ
り
、

そ
の
重
要
度
は
一
層
増
し
て
お

り
ま
す
。�

　
医
学
科
の
生
き
残
り
の
た
め

に
は
、
学
内
に
あ
っ
て
は
少
な

い
マ
ン
パ
ワ
ー
を
補
う
べ
く
、

連
携
あ
る
い
は
統
合
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
医
学
科
で
は
秋
田

大
学
医
学
部
と
の
連
携
も
学
位

審
査
、
医
学
部
教
育
な
ど
で
実

体
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
詳
細
は
別
に
記
事
に
な

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
ま
し
て
も
、
限
ら
れ
た
資

源
で
前
進
す
る
に
は
あ
ら
ゆ
る

場
で
の
連
携
・
統
合
の
成
否
が

鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。�

　
北
東
北
国
立
三
大
学
連
携
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
遠
藤
正

彦
学
長
、
菅
原
和
夫
前
医
学
部

長
の
指
示
に
よ
り
、
数
年
前
よ

り
医
学
研
究
科
（
学
事
委
員
会
）

を
中
心
と
し
て
、
弘
前
大
学
と

秋
田
大
学
の
学
術
・
教
育
に
関

す
る
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
手
始
め
と
し

て
、
平
成
十
六
年
に
双
方
の
学

位
審
査
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
参
加
し
（
弘
前
大
学
医
学

研
究
科
で
は
予
備
審
査
会
に
）、

学
位
論
文
に
対
し
て
意
見
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
審
査
の
手
続

き
や
方
法
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
双
方
の
研
究
内
容
や

研
究
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
互
い
の
研

究
の
補
完
や
共
同
研
究
の
立
ち

上
げ
等
、
将
来
構
想
に
つ
い
て

も
考
え
及
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
十

七
年
度
か
ら
二
大
学
の
さ
ら
な

る
連
携
強
化
を
図
る
べ
く
、
平

成
十
六
年
十
二
月
七
日
秋
田
大

学
医
学
部
に
お
い
て
、
北
東
北

国
立
三
大
学
連
携
推
進
会
議
連

携
協
議
会
医
学
系
専
門
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
弘
前
大
学

医
学
部
か
ら
は
、
兼
子
直
医
学

部
長
、
泉
井
亮
学
務
委
員
長
、

佐
藤
敬
入
試
専
門
委
員
長
、
奥

村
謙
学
事
委
員
長
、
長
尾
義
昭

学
務
課
長
が
、
秋
田
大
学
医
学

部
か
ら
は
、
飯
島
俊
彦
医
学
部

長
、
榎
本
克
彦
連
携
協
議
会
委

員
長
、
河
谷
正
仁
学
務
委
員
長
、

西
川
俊
昭
大
学
院
入
試
委
員
長
、

茆
原
順
一
大
学
院
学
務
委
員
長
、

仁
村
俊
夫
学
務
課
長
が
出
席
し

ま
し
た
。
約
三
時
間
の
討
議
の

結
果
、
弘
前
大
学
と
秋
田
大
学

の
医
学
部
間
で
、
講
師
の
相
互

派
遣
、
大
学
院
入
試
の
日
程
お

よ
び
試
験
問
題
の
共
通
化
等
の

連
携
強
化
を
図
る
以
下
の
四
項

目
に
つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。�

�

①
学
部
教
育
の
連
携
推
進
に
関

し
て
、
平
成
十
七
年
度
に
医

学
部
長
推
薦
の
講
師
を
相
互

に
派
遣
し
て
講
義
を
行
う
。�

②
平
成
十
六
年
度
よ
り
大
学
院

学
位
審
査
に
あ
た
り
、
相
互

に
審
査
員
を
派
遣
す
る
。�

③
平
成
十
七
年
度
よ
り
相
互
に

大
学
院
講
義
を
開
催
し
、
講

師
を
派
遣
す
る
。�

④
平
成
十
八
年
度
大
学
院
入
学

試
験
の
日
程
及
び
入
学
試
験

の
共
通
化
を
図
る
。�

�

　
①
は
学
部
教
育
の
連
携
を
推

進
す
る
た
め
に
、
基
礎
系
、
臨

床
系
講
座
か
ら
各
一
〜
二
名
、

合
計
二
〜
四
名
の
学
部
長
推
薦

の
教
員
を
相
互
に
派
遣
し
、
三

〜
四
年
次
学
生
を
対
象
と
し
、講

義
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は

学
生
に
多
方
面
か
ら
知
識
を
教

授
す
る
だ
け
で
な
く
、
各
大
学

が
ど
の
よ
う
な
教
育
の
工
夫
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
大
い
に
参

考
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。�

　
②
は
上
記
の
よ
う
に
既
に
昨

年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
十
七
年
か
ら
は
正
式
な
外

部
学
位
審
査
委
員
と
し
て
互
い

の
審
査
会
に
参
加
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
（
弘
前
大
学
で
は
外

部
予
備
審
査
委
員
）。
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
異
な
り
学
位
授
与
ま
た

は
提
出
が
適
当
か
ど
う
か
に
つ

い
て
も
意
見
を
述
べ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
や
や
も
す
る
と
身

内
の
審
査
に
は
甘
く
な
り
が
ち

で
す
が
、
学
位
授
与
等
に
関
す

る
外
部
評
価
に
も
つ
な
が
り
、

学
術
レ
ベ
ル
の
向
上
に
も
極
め

て
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
③
は
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
の
形

で
講
義
（
講
演
会
）
を
開
催
し
、

相
互
に
講
師
を
派
遣
す
る
も
の

で
す
。
弘
前
大
学
で
は
毎
週
月

曜
日
と
金
曜
日
に
大
学
院
講
義

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
の
一
〜
二
コ
マ
秋
田
大
学
よ

り
教
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、

弘
前
大
学
医
学
部
で
比
較
的
に

手
薄
な
分
野
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行

っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
こ

の
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
は
公
開
と

し
ま
す
の
で
、
多
数
の
教
員
の

方
の
出
席
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
お
正
式
な
日
時
、
講
師
名
、

内
容
等
に
つ
い
て
は
後
日
通
知

い
た
し
ま
す
。�

　
④
は
大
学
院
の
入
学
試
験
（
第

一
次
募
集
）
の
共
通
化
で
す
。

平
成
十
八
年
度
大
学
院
入
学
生

に
対
す
る
入
学
試
験
を
平
成
十

七
年
九
月
に
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
試
験
を
秋
田
大
学
医

学
研
究
科
と
共
同
で
実
施
し
ま

す
。
秋
田
大
学
医
学
研
究
科
の

入
学
試
験
で
は
、
従
来
よ
り
、

英
語
、
小
論
文
、
面
接
の
三
科

目
が
科
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
弘

前
大
学
医
学
系
研
究
科
も
こ
れ

に
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。�

　
以
上
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
で

す
が
、
二
大
学
間
で
実
質
的
な

連
携
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
二
大
学
が
連

携
を
強
化
し
、
教
育
・
研
究
に

関
し
て
互
い
に
補
完
し
合
う
と

と
も
に
共
同
研
究
等
の
立
ち
上

げ
を
通
し
て
、
そ
の
持
て
る
力

を
三
倍
に
も
四
倍
に
も
膨
ら
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
地
方
大
学
が
歴
史

と
実
績
を
誇
る
中
央
の
巨
大
な

大
学
と
伍
し
て
い
く
一
つ
の
有

効
な
手
段
と
な
り
う
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
教
員
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�
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青
森
医
学
振
興
会
は
正
会

員
、
賛
助
会
員
の
方
々
か
ら

の
寄
付
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
振
興
会
は
弘
前

大
学
医
学
部
医
学
科
の
教
育

と
研
究
の
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
校
費

で
は
迅
速
・
弾
力
的
な
支
出

が
困
難
な
研
究
／
教
育
事
業

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

大
学
の
特
色
あ
る
発
展
は
こ

の
種
の
援
助
な
し
に
は
望
め

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の

た
び
、
以
下
の
方
々
お
よ
び

団
体
か
ら
当
振
興
会
に
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
記
し
て
、
弘
前
大
学
医
学

部
医
学
科
の
教
職
員
、
学
生

の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。�

�

奈
良
　
秀
八
州
先
生�

（
前
黒
石
市
国
民
健
康
保
健

黒
石
病
院
長
）�

石
戸
谷
　
忻
一
先
生�

（
弘
前
医
科
大
学
第
三
回
生

同
期
会
代
表
）�

正
村
（
記
）�



２�

　
こ
れ
ま
で
の
唐
牛
記
念
医
学

研
究
基
金
の
採
択
課
題
の
多
く

は
、
高
齢
者
の
疾
患
に
対
す
る

医
学
研
究
を
対
象
と
し
て
い
た

様
に
記
憶
し
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
の
応
募
要
項
の
改
変
で
、

科
学
・
医
学
的
な
基
礎
研
究
を

対
象
と
し
た
研
究
課
題
も
応
募

が
可
能
と
な
っ
た
と
言
う
こ
と

で
、
私
た
ち
が
以
前
か
ら
進
め

て
き
た
新
生
児
痙
攣
の
責
任
遺

伝
子
を
導
入
し
た
遺
伝
子
改
変

モ
デ
ル
動
物
の
作
出
計
画
を
提

案
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

と
は
逆
の
性
格
の
研
究
課
題
の

た
め
採
択
困
難
と
予
想
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
唐
牛
記
念
医
学

研
究
基
金
助
成
Ａ
に
採
択
し
て

い
た
だ
き
、
関
係
諸
先
生
方
に

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
具
体
的
な
研
究
計
画
は
、
本

附
属
病
院
小
児
科
の
新
生
児
痙

攣
患
者
か
ら
同
定
さ
れ
た
責
任

遺
伝
子
を
導
入
し
た
モ
デ
ル
動

物
の
作
出
と
、
こ
の
遺
伝
子
改

変
モ
デ
ル
動
物
を
用
い
た
中
枢

神
経
情
報
伝
達
機
能
変
異
の
解

析
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

初
、
我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で

確
立
し
た
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ

ク
法
を
用
い
た
作
出
を
計
画
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
類
似
法
に

よ
る
作
出
成
功
が
今
月
号
の

N
ature

　N
euroscience

で
報
告

さ
れ
、
既
に
採
択
研
究
計
画
の

変
更
に
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。
現
在
二
年
前
か
ら
開
発
を

進
め
て
き
た
改
変
ノ
ッ
ク
イ
ン

法
を
用
い
た
モ
デ
ル
動
物
の
作

出
へ
の
変
更
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
の
分
野
の
技
術
的
進
歩

は
凄
ま
じ
く
数
年
後
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
予
想
も
つ
き
ま

せ
ん
が
、
日
々
の
雑
用
を
こ
な

し
な
が
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
研
究
を

進
め
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
遺
伝
子
改
変
モ

デ
ル
動
物
の
機
能
解
析
も
時
間

と
研
究
資
金
を
要
す
る
事
を
昨

年
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
二

〇
〇
〇
年
か
ら
開
始
し
た
遺
伝

子
改
変
モ
デ
ル
動
物
の
機
能
解

析
は
、
二
〇
〇
四
年
に
や
っ
と

公
表
論
文
と
な
り
ま
し
た
が
、

作
出
当
時
は
画
期
的
な
方
法
に

よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
モ
デ
ル
動

物
も
、
四
年
間
で
作
出
技
術
が

古
く
な
り
評
価
が
下
が
っ
た
と

い
う
苦
い
経
験
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

遺
伝
子
改
変
モ
デ
ル
動
物
作
出

と
機
能
解
析
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。�

　
最
後
に
、
共
同
研
究
者
で
あ

る
、
脳
研
分
子
病
態
部
門
の
若

林
教
授
・
森
助
教
授
、
同
機
能

回
復
部
門
の
上
野
教
授
、
神
経

精
神
医
学
講
座
の
朱
先
生
・
吉

田
先
生
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）�

　
こ
の
た
び
は
第
二
十
三
回
唐

牛
記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金

Ｂ
を
賜
り
、
関
係
者
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
以

下
に
私
の
研
究
の
概
要
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
糖
尿
病
は
代
表
的
な
生

活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

特
に
先
進
国
に
お
い
て
は
近
年

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
本
県
は
糖
尿
病

に
よ
る
死
亡
率
が
全
国
で
最
も

高
く
、
そ
の
予
防
対
策
が
急
務

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
型
糖
尿

病
の
病
変
の
主
座
と
し
て
は
、

末
梢
組
織
で
の
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
に
加
え
、
膵
β
細
胞
の
進

行
性
脱
落
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

私
は
こ
の
β
細
胞
の
脱
落
が
い

か
に
起
こ
る
か
に
興
味
を
持
ち
、

ヒ
ト
２
型
糖
尿
病
の
モ
デ
ル
で

あ
る
Ｇ
Ｋ
ラ
ッ
ト
膵
の
病
理
学

的
検
討
を
行
い
、
ヒ
ト
糖
尿
病

と
同
じ
く
進
行
性
β
細
胞
変
性
・

脱
落
及
び
膵
島
の
線
維
化
の
あ

る
こ
と
、
過
血
糖
を
抑
え
る
こ

と
に
よ
り
そ
れ
が
抑
制
さ
れ
る

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｇ
Ｋ
ラ
ッ
ト
膵
島
で
は
β
細
胞

脱
落
と
共
に
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

の
侵
入
が
観
察
さ
れ
、
何
ら
か

　
こ
の
度
、
第
二
十
三
回
唐
牛

記
念
医
学
研
究
基
金
助
成
金
Ａ

を
賜
り
、
関
係
者
の
各
位
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

て
、
今
回
の
助
成
の
研
究
内
容

お
よ
び
背
景
を
簡
単
に
紹
介
い

た
し
ま
す
。�

　
一
旦
成
長
す
る
と
再
生
不
能

と
い
わ
れ
て
い
た
中
枢
神
経
が

再
生
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
近

年
明
ら
か
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
き
た
中

枢
神
経
に
お
け
る
再
生
医
療
の

実
用
化
が
俄
然
注
目
を
あ
び
始

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
神
経

細
胞
は
脳
内
の
部
位
や
目
的
に

よ
り
特
殊
に
分
化
し
、
し
か
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
そ
の

機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。
単
独

の
神
経
細
胞
再
生
が
機
能
再
生

と
直
結
す
る
か
は
い
ま
だ
未
知

で
あ
り
、
再
生
後
の
適
切
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ
る
情
報

伝
達
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
ま

す
。�

　
私
は
、
神
経
細
胞
間

情
報
伝
達
に
か
か
わ
る

イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

機
能
を
蛍
光
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
、
電
気
生
理
学
的

手
法
に
よ
り
解
析
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
手
法
は
、

神
経
細
胞
一
個
の
働
き

を
生
き
た
ま
ま
、
し
か

も
高
い
時
間
能
お
よ
び
、

空
間
能
を
保
ち
詳
細
に

観
察
す
る
の
に
適
し
て

い
ま
す
。
多
種
多
様
な

神
経
細
胞
の
一
個
を
同

定
し
て
そ
の
機
能
を
調

べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
再
生
し
た
細
胞
を

生
き
た
ま
ま
同
定
す
る
と
い
う

大
き
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
神
経
再
生
時
に
発

現
し
て
く
る
蛋
白
にE

G
F
P

標

識
を
つ
け
る
、
ま
た
は
、
そ
の

特
異
蛋
白
の
発
現
を
制
御
す
る

特
異
的
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
、
エ
ン

ハ
ン
サ
ー
部
分
の
下
流
に
蛍
光

蛋
白
を
導
入
す
る
こ
と
で
可
視

化
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。�

　
従
来
よ
り
ラ
ッ
ト
の
視
床
下

部
の
神
経
分
泌
細
胞
で
あ
る

v
a
so
p
re
ssin

産
生
細
胞
を

vasopressin

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
下

流
にE

G
F
P

を
い
れ
て
、
そ
の

細
胞
を
可
視
化
す
る
動
物
と
も

か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
再
生

神
経
の
可
視
化
も
再
生
時
に
特

異
的
に
発
現
す
るnestin

蛋
白

等
を
利
用
し
た
可
視
化
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。�

　
今
後
と
も
本
研
究
が
神
経
疾

患
治
療
の
進
歩
に
役
立
て
る
よ

う
研
鑽
す
る
所
存
で
す
。�

《第２３回　唐牛記念医学研究基金助成》�

《第９回　医学部学術賞》�

《第７回　附属病院診療奨励賞》�

《第８回　医学部医学科国際化教育奨励賞》�

《「遠藤正彦学長記念」研究助成》�

再生神経の可視化動物の作成：�
神経細胞再生から神経機能再生へ�

脳研　機能回復部門　教授�

上 野 伸 哉�

周産期機能性神経疾患遺伝子改変モデル動物の作出と�
機能解析：情報伝達機能発達と変異蛋白の相互作用解析�

附属病院　神経科精神科　講師�

岡 田 元 宏�

病理学第一講座　助手�

水 上 浩 哉�
２型糖尿病での膵島線維化に対する膵星細胞の関与�

網膜静脈閉塞症に対する網膜微小血管手術の治療効果�
附属病院　眼科　講師�

鈴 木 幸 彦�

強力な血管作動性ペプチド、ウロテンシンⅡの生理作用の検討�
附属病院　麻酔科　医員�

橋 場 英 二�

免疫・炎症反応を制御する新しい分子機構に関する研究�
脳研　脳血管病態部門　助手�

今 泉 忠 淳�

遺伝性および自己免疫性網膜変性症の分子病態解析と治療法の開発�
眼科学講座　助教授�

大 黒 　 浩�

B-cell-specific transcription factor BACH2 modifies�
the cytotoxic effects of anticancer drugs.

大館市立総合病院小児科　医長�

神 尾 卓 哉�

Mechanism of ST elevation and ventricula�
arrhythmias in  experimental Brugada syndrome model

三沢市立三沢病院内科　医長�

木 村 正 臣�

形成不全に伴う変形性股関節症に対する�
弘前大学式セメントレス大腿骨ステムの開発と臨床応用�

整形外科学講座　助手�

中 村 吉 秀（代表）�

膀胱全摘除術後のＱＯＬを向上させる�
新規回腸新膀胱「弘前膀胱」の考案�

附属病院　泌尿器科　講師�

古 家 琢 也�

国際化教育奨励賞謝辞�
内科学第二講座　講師�

花 田 裕 之�

「第８回弘前大学医学部医学科国際化教育奨励賞」を受賞して�
臨床検査医学講座　助教授�

庄 司 　 優�

細胞老化の誘導によるがんの治療�
生化学第二講座　教授�

土 田 成 紀�

冠攣縮性狭心症の原因遺伝子の同定とその臨床応用�
内科学第二講座　教授�

奥 村 　 謙�

院内スタッフ間の協力体制確立による�
社会的自立へ向けた患者支援�

看護部�

三 浦 恒 子（代表）�

助
成
金
Ａ�

奨
励
賞�

診
療
技
術
賞�

助
成
金
Ｂ�

特
別
賞�

ふ
れ
あ
い
賞�

心
の
　
　
　�

、�
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弘
前
大
学
医
学
部
を
卒
業
し

て
ち
ょ
う
ど
二
十
年
の
節
目
の

年
に
、
栄
誉
あ
る
学
術
賞
を
い

た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
て
き
ま
し
た
多
く
の
方
々

に
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
私
達
の
研
究
の
究
極
の
目
的

は
、
脳
血
管
障
害
の
病
態
生
理

の
解
明
を
通
じ
て
、
予
防
・
治

療
な
ど
の
開
発
・
進
歩
に
寄
与

す
る
こ
と
で
す
。
か
つ
て
は
、

血
管
は
血
液
を
輸
送
す
る
た
め

の
単
な
る
管
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
、
内
皮
細
胞
、

平
滑
筋
細
胞
な
ど
の
血
管
壁
の

構
成
細
胞
が
、
免
疫
・
炎
症
反

応
や
血
管
障
害
・
動
脈
硬
化
の

発
生
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
私
達
は
、
血
管

内
皮
細
胞
を
中
心
と
し
て
、
炎

症
性
刺
激
に
対
す
る
細
胞
応
答

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
主
に
「V

a
s
c
u
la
r 

e
n
d
o
th
e
lia
l

　g
ro
w
th
 

factor(V
EG
F)

」、「Fractalkine

」、

「G
alectin-9

」、「retinoic acid-
inducible gene-I(R

IG
-I)

」
の
四

つ
の
因
子
に
つ
い
て
、
発
現
調

節
機
構
や
病
態
生
理
的
な
意
義

に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
て
き

ま
し
た
。「V

E
G
F

」
は
血
管
内

皮
細
胞
の
増
殖
や
透
過
性
を
、「

Fractalkine

」
は
血
管
内
皮
細
胞

と
単
球
・
リ
ン
パ
球
と
の
接
着

を
、「G

alectin-9

」
は
血
管
内

皮
細
胞
と
好
酸
球
と
の
接
着
を
、

そ
れ
ぞ
れ
制
御
し
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
ム
陰
性
桿
菌
の
内
毒
素
が

血
管
内
皮
細
胞
に
お
い
て
誘
導

す
る
新
た
な
因
子
と
し
て
「

R
IG
-I

」
を
報
告
し
ま
し
た
。

R
IG
-I

はgene bank

に
は
登
録

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
論

文
はR

IG
-I

に
関
す
る
世
界
で

最
初
の
英
文
原
著
論
文
で
し
た
。

R
IG
-I

は
他
の
炎
症
関
連
遺
伝
子

群
の
発
現
を
調
節
す
る
作
用
を

持
ち
、
免
疫
・
炎
症
応
答
の
制

御
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
ま
だ
、R

IG
-I

に
関
す

る
研
究
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り

で
す
。
今
後
も
、
一
歩
一
歩
、

地
道
に
実
験
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す�

  

こ
の
度
は
、
伝
統
あ
る
唐
牛
記

念
医
学
研
究
基
金
助
成
金
Ｂ
を

賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�

  

私
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
ウ
ロ

テ
ン
シ
ン
Ⅱ
は
、
も
と
も
と
魚

の
神
経
内
分
泌
器
官
か
ら
分
泌

さ
れ
る
魚
の
ホ
ル
モ
ン
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
生
理
活
性
ペ
プ

チ
ド
で
す
。
一
九
九
九
年
、
こ

の
魚
の
ホ
ル
モ
ン
が
人
に
も
存

在
し
、
現
在
知
ら
れ
る
最
も
強

力
な
血
管
収
縮
物
質
で
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
、
注
目
を
集
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ウ
ロ
テ
ン

シ
ン
Ⅱ
は
、
心
不
全
、
高
血
圧
、

動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
な
ど
の
病

態
と
も
関
係
す
る
こ
と
が
分
か

っ
て
お
り
ま
す
。�

  

私
は
一
九
九
九
年
に
英
国
レ
ス

タ
ー
大
学
麻
酔
科
に
留
学
し
、

ノ
シ
セ
プ
チ
ン
と
い
う
オ
ピ
オ

イ
ド
関
連
物
質
の
研
究
に
携
わ

っ
て
お
り
ま
し
た
。
帰
国
後
も
、

ノ
シ
セ
プ
チ
ン
の
研
究
を
、
英

国
の
恩
師
ラ
ン
バ
ー
ト
先
生
と

伊
国
フ
ェ
ラ
ー
ラ
大
学
の
カ
ロ

先
生
と
共
同
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
数
年
前
か
ら
、

彼
ら
が
別
に
注
目
し
、
積
極
的

に
研
究
し
始
め
た
の
が
、
こ
の

ウ
ロ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
で
し
た
。
こ

の
度
、
我
々
も
そ
の
研
究
に
従

事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
矢
先
に
、

こ
の
受
賞
と
な
り
、
と
て
も
幸

先
が
よ
い
と
お
互
い
喜
び
合
っ

て
お
り
ま
す
。
我
々
の
研
究
の

強
み
は
、
そ
の
イ
タ
リ
ア
の
グ

ル
ー
プ
が
生
理
活
性
物
質
の
ア

ゴ
ニ
ス
ト
、
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト

作
成
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

で
あ
り
、
世
界
に
先
駆
け
た
新

し
い
薬
剤
を
用
い
て
研
究
で
き

る
こ
と
で
す
。�

  

更
に
、
我
が
麻
酔
科
学
教
室
は
、

初
代
尾
山
教
授
の
時
代
か
ら
「
麻

酔
と
ホ
ル
モ
ン
」
に
着
目
し
、

伝
統
的
に
様
々
な
ホ
ル
モ
ン
、

生
理
活
性
物
質
の
研
究
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ウ
ロ
テ
ン
シ
ン

Ⅱ
の
研
究
で
は
、
ま
ず
、
ラ
ッ

ト
の
大
脳
皮
質
に
お
け
る
作
用

と
し
て
、
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
放
出

に
対
す
る
影
響
を
研
究
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
次
に
、

痛
み
と
の
関
連
で
、
オ
ピ
オ
イ

ド
受
容
体
を
介
す
る
疼
痛
制
御

シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
性
を
細
胞

レ
ベ
ル
で
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。�

  

こ
の
受
賞
を
励
み
に
一
つ
で
も

多
く
の
デ
ー
タ
を
得
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）�

　
こ
の
度
は
名
誉
あ
る
第
二
十

三
回
唐
牛
記
念
医
学
研
究
基
金

助
成
Ｂ
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
深
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の

網
膜
静
脈
閉
塞
症
の
研
究
は
、

故
・
松
山
秀
一
前
教
授
の
時
代

か
ら
代
々
引
き
継
が
れ
、
私
自

身
も
大
学
院
生
時
代
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
以
前

は
そ
の
病
態
の
解
明
や
薬
物
治

療
の
効
果
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
し
た
。�

　
網
膜
静
脈
閉
塞
症
（
網
膜
中

心
静
脈
閉
塞
症
と
網
膜
静
脈
分

枝
閉
塞
症
）
は
、
動
脈
硬
化
や

高
脂
血
症
、
高
血
圧
、
耐
糖
能

異
常
な
ど
に
関
連
し
て
発
症
す

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
、
網
膜

静
脈
の
閉
塞
の
部
位
に
よ
っ
て

は
著
し
い
視
力
低
下
を
来
す
疾

患
で
す
。
特
に
予
後
の
悪
い
網

膜
中
心
静
脈
閉
塞
症
は
、
現
在

も
薬
物
治
療
や
レ
ー
ザ
ー
光
凝

固
な
ど
が
一
般
的
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
決
定
的
な
治
療

法
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ

の
た
め
、
最
近
、
硝
子
体
手
術

で
の
治
療
が
試
み
ら
れ
つ
つ
あ

り
、
私
自
身
は
通
常
の
硝
子
体

手
術
に
加
え
、
放
射
状
視
神
経

乳
頭
切
開
術
や
ト
リ
ア
ム
シ
ノ

ロ
ン
硝
子
体
注
射
を
併
用
し
手

術
成
績
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
視
力
回
復
に
は
限

界
が
あ
り
、
さ
ら
に
効
果
的
な

治
療
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
こ
で
、
最
近
は
ご
く
限
ら

れ
た
施
設
で
、
実
際
の
臨
床
例

に
お
い
て
、
硝
子
体
手
術
の
際

に
網
膜
静
脈
を
直
接
穿
刺
し
、

血
栓
溶
解
剤
で
あ
る
組
織
プ
ラ

ス
ミ
ノ
ー
ゲ
ン
・
ア
ク
チ
ベ
ー

タ
ー
を
網
膜
静
脈
内
に
注
入
す

る
方
法
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
方
法
に
関
し
て

の
基
礎
的
な
検
討
は
ま
だ
少
な

く
、
安
全
性
や
有
効
性
に
つ
い

て
は
ま
だ
十
分
に
裏
付
け
ら
れ

て
は
い
ま
せ
ん
。�

　
そ
の
た
め
、
ウ
サ
ギ
を
用
い

て
網
膜
静
脈
に
、
直
接
、
マ
イ

ク
ロ
ピ
ペ
ッ
ト
を
刺
入
し
、
薬

液
を
注
入
し
、
網
膜
血
管
の
障

害
な
ど
を
検
討
し
、
よ
り
安
全

性
の
高
い
網
膜
静
脈
注
入
術
の

方
法
を
確
立
す
る
と
い
う
の
が

本
研
究
の
主
な
内
容
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
の
結
果
の
一
つ

と
し
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ
ッ

ト
に
混
入
し
た
微
量
の
空
気
を

網
膜
静
脈
内
へ
注
入
し
た
だ
け

で
も
、
新
た
な
網
膜
静
脈
閉
塞

症
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
他
に
、
実
験
的
に
作
成

し
た
ウ
サ
ギ
の
網
膜
血
管
閉
塞

症
モ
デ
ル
に
対
し
て
組
織
プ
ラ

ス
ミ
ノ
ー
ゲ
ン
・
ア
ク
チ
ベ
ー

タ
ー
を
硝
子
体
腔
内
に
注
射
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
網
膜
静
脈

の
循
環
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
ま
す
。�

　
今
後
も
そ
れ
ら
の
研
究
を
重

ね
、
少
し
で
も
網
膜
静
脈
閉
塞

症
の
治
療
を
で
き
る
だ
け
前
に

進
め
て
い
け
た
ら
と
考
え
、
努

力
し
て
行
く
所
存
で
す
。�

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日

頃
、
御
指
導
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
中
澤
満
教
授
と
共
同
研
究

者
の
高
谷
香
先
生
に
深
謝
い
た

し
ま
す
。�

の
炎
症
性
変
化
が
β
細
胞
脱
落

に
関
与
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ

ま
す
。
近
年
肝
硬
変
な
ど
に
お

い
て
は
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と

星
細
胞
（
伊
東
細
胞
）
が
肝
線

維
化
の
原
因
と
み
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
慢
性
膵
炎
の
線
維
化
に

対
す
る
検
討
よ
り
、
膵
臓
に
も

同
様
な
膵
星
細
胞
が
分
布
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
糖
尿
病

に
お
け
る
膵
星
細
胞
の
役
割
は

ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
Ｇ
Ｋ
ラ

ッ
ト
に
お
け
る
膵
島
線
維
化
で

の
星
細
胞
の
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

糖
尿
病
状
態
に
お
い
て
は
星
細

胞
が
過
剰
に
膵
島
周
囲
で
活
性

化
し
、
線
維
化
を
促
進
し
て
い

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
原
因
を
解
明
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ヒ
ト
糖
尿
病
に
お
け
る

β
細
胞
脱
落
の
予
防
及
び
新
た

な
治
療
に
結
び
つ
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
糖
尿
病
研
究
に
つ
い

て
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
八

木
橋
教
授
及
び
一
病
理
教
室
員
、

共
同
研
究
者
の
皆
様
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。�

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）�

　
こ
の
度
は
第
九
回
弘
前
大
学

医
学
部
学
術
特
別
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
て
夢
の
よ
う
で

す
。
私
の
専
攻
す
る
眼
科
学
の

本
務
は
人
々
が
よ
り
よ
い
視
機

能
を
保
持
し
、
楽
し
い
生
活
が

送
れ
る
よ
う
そ
の
お
手
伝
い
を

す
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
眼
科
疾
患
に
は
、
糖

尿
病
網
膜
症
を
は
じ
め
放
っ
て

お
く
と
失
明
し
て
し
ま
う
疾
患

が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
最
近
の

手
術
技
術
の
進
歩
に
よ
り
こ
れ

ら
の
多
く
を
治
療
す
る
事
が
可

能
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
自

身
も
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に

手
術
を
行
い
、
少
し
で
も
県
民

の
皆
様
が
よ
り
よ
い
視
機
能
を

保
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
未
だ
有
効
な
治

療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
疾

患
に
網
膜
変
性
症
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
遺
伝
性
に
発
症
す

る
網
膜
色
素
変
性
お
よ
び
そ
の

類
似
疾
患
と
自
己
免
疫
機
序
で

発
症
す
る
癌
関
連
網
膜
症
が
あ

り
、
両
者
と
も
、
臨
床
的
に
暗

順
応
の
低
下
、
視
野
狭
窄
、
網

膜
血
管
の
狭
細
化
お
よ
び
網
膜

電
位
図
の
波
型
の
振
幅
低
下
を

特
徴
と
し
病
理
学
的
に
は
視
細

胞
の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
に
よ
る
変

性
が
主
で
す
。
我
々
は
中
澤
教

授
の
ご
指
導
の
下
こ
れ
ら
網
膜

変
性
症
の
病
態
を
分
子
レ
ベ
ル

で
解
析
し
、
そ
の
解
析
結
果
に

基
づ
い
た
新
し
い
治
療
法
を
開

発
し
、
最
終
的
に
臨
床
応
用
す

る
目
的
で
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
両
網
膜
症
の

臨
床
像
の
検
討
、
分
子
病
態
の

解
明
、
新
し
い
診
断
法
の
確
立
、

特
異
動
物
モ
デ
ル
の
作
製
お
よ

び
そ
れ
を
用
い
た
治
療
法
の
確

立
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
研
究
テ

ー
マ
を
多
く
の
大
学
院
生
と
と

も
に
一
つ
一
つ
着
実
に
明
ら
か

に
し
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
カ

ル
シ
ウ
ム
拮
抗
剤
ニ
ル
バ
ジ
ピ

ン
が
両
網
膜
症
の
モ
デ
ル
に
共

通
的
に
治
療
効
果
を
有
す
る
こ

と
を
世
界
に
先
駆
け
て
見
い
だ

し
、
そ
の
知
見
に
基
づ
き
倫
理

委
員
会
の
了
解
の
下
、
本
学
で

網
膜
色
素
変
性
患
者
に
臨
床
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
し
こ

れ
ら
の
薬
剤
の
有
効
性
が
確
か

め
ら
れ
れ
ば
、
今
ま
で
治
療
法

が
な
く
将
来
を
悲
観
し
て
お
ら

れ
た
多
く
の
患
者
に
夢
と
希
望

を
与
え
ら
れ
る
可
能
性
が
出
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
を
励

み
に
今
後
も
患
者
の
視
点
に
立

っ
た
診
療
、
研
究
お
よ
び
教
育

を
実
践
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

　
こ
の
度
は
、
学
術
奨
励
賞
に

選
ん
で
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
術
賞
選

考
委
員
の
諸
先
生
方
な
ら
び
に

関
係
者
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。�

　
今
回
我
々
は
、
転
写
因
子
の

細
胞
内
局
在
を
制
御
す
る
こ
と

に
よ
り
、
細
胞
死
を
誘
導
す
る

と
い
う
独
創
的
な
発
想
に
基
づ

い
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
り
、

全
く
新
し
い
発
想
に
よ
る
化
学

療
法
の
開
発
や
抗
癌
剤
の
開
発

研
究
に
発
展
す
る
可
能
性
が
見

え
て
き
ま
し
た
。�

　
以
前
よ
り
当
教
室
で
研
究
さ

れ
て
き
た
Ｂ
細
胞
特
異
的
転
写

因
子B

ach2

は
、B

ach2

が
全

く
発
現
し
て
い
な
い
Ｂ
細
胞
株

に
過
剰
発
現
さ
せ
る
と
増
殖
能

が
著
し
く
低
下
し
（O

ncogene 
2000

）、
ま
た
、
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル

ス
ベ
ク
タ
ー
を
用
い
た
遺
伝
子

導
入
実
験
で
、
通
常
細
胞
質
に



４�

　
こ
の
度
は
、
第
七
回
弘
前
大

学
医
学
部
附
属
病
院
診
療
奨
励

賞
・
心
の
ふ
れ
あ
い
賞
に
選
出

し
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。�

　
長
年
の
家
族
の
非
社
会
的
行

為
に
よ
っ
て
経
済
的
・
医
療
的

な
援
助
を
受
け
ら
れ
ず
、
結
果

的
に
障
害
の
重
篤
化
に
陥
っ
た

精
神
障
害
患
者
へ
の
援
助
を
目

的
と
し
た
協
力
体
制
の
確
立
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
主
治
医
・
医
事
課
・
二
病

棟
八
階
・
弁
護
士
が
協
力
し
、

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
防
止
に
加
え
、
障
害
年
金
・

高
額
医
療
還
付
金
な
ど
の
医
療

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）�

　
こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な
栄
誉

あ
る
賞
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
術
賞
選
考

委
員
の
諸
先
生
方
並
び
に
関
係

者
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�

　
今
回
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る

「B
rugada

症
候
群
」
と
い
う
疾

患
は
一
九
九
二
年
にB

rugada

ら
に
よ
っ
て
最
初
の
四
例
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
特
発
性
心

室
細
動
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
安

静
時
あ
る
い
は
夜
間
睡
眠
中
に

不
整
脈
発
作
を
起
こ
し
突
然
死

す
る
非
常
に
予
後
不
良
な
疾
患

で
す
。
ま
た
、
普
段
の
心
電
図

で
は
正
常
と
判
断
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
疾
患
と
し
て
認
識
さ
れ

る
こ
と
が
な
く
経
過
し
て
い
る

例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
比
較
的
最
近

に
な
っ
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
疾
患
で
あ
る
た
め
そ
の

病
態
や
原
因
に
つ
い
て
今
も
な

お
不
明
な
点
が
多
く
、
同
疾
患

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
研

究
さ
れ
始
め
た
ば
か
り
で
す
。

今
回
、
我
々
は
新
し
い
か
た
ち

の
疾
患
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
実

際
に
心
室
細
動
を
誘
発
し
て
そ

の
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
不
整
脈
解
析
は
一
側
の
み

の
記
録
し
か
行
わ
れ
て
お
ら
ず

二
次
元
で
の
解
析
の
み
で
し
た
。

そ
こ
で
我
々
は
心
内
膜
側
と
心

外
膜
側
を
同
時
に
記
録
し
解
析

す
る
こ
と
で
そ
の
不
整
脈
の
発

生
機
序
や
病
態
に
つ
い
て
三
次

元
で
の
解
析
を
行
い
新
し
い
知

見
を
こ
の
弘
前
大
学
か
ら
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

回
は
御
指
導
頂
い
た
先
生
方
の

お
か
げ
で
、
こ
の
研
究
成
果
を

循
環
器
分
野
の
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー

ナ
ル
で
あ
る
「C

irculation

」
に

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
然
私
一
人
で
こ
の
研
究
が
で

き
た
わ
け
で
は
な
く
内
科
学
第

二
講
座
の
奥
村
謙
教
授
、
薬
理

学
講
座
の
元
村
成
教
授
の
ご
尽

力
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
回
の
発
表
に
よ
り
不

整
脈
研
究
に
お
い
て
弘
前
大
学

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
一

翼
を
担
え
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞

を
励
み
に
今
後
も
現
在
の
研
究

を
進
め
て
い
く
と
共
に
、
臨
床

医
と
し
て
も
さ
ら
に
研
鑽
を
積

ん
で
い
き
、
最
終
的
に
は
研
究

成
果
を
患
者
さ
ん
に
還
元
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
最
後
に
こ
の
研
究
を
支
え
て

頂
き
ま
し
た
諸
先
生
方
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

存
在
す
るB

ach2

は
、
酸
化
ス

ト
レ
ス
に
よ
り
核
へ
移
行
し
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
を
誘
導
す
る
（J. 

B
iol. C

hem
. 2002

）
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
で

B
ach2

を
過
剰
発
現
さ
せ
た
Ｂ

細
胞
株
に
、
各
種
抗
癌
剤
を
投

与
し
た
時
の
細
胞
死
と
細
胞
内

酸
化
物
量
の
変
化
、
お
よ
び

B
ach2

の
細
胞
内
動
態
を
調
べ

ま
し
た
。
Ｍ
Ｔ
Ｔ
ア
ッ
セ
イ
・

フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ト
リ
ー
法
で

の
解
析
に
よ
り
、B

ach2

過
剰

発
現
株
は
、
抗
癌
剤E

toposide

（V
P16

）, D
aunorubicin

（D
N

　

R

）, C
yotsine arabinoside

（

A
ra-C

）
に
対
し
て
高
い
薬
剤
感

受
性
を
示
し
ま
し
た
が
、

M
ethotrexate, V

incristine

に
お

い
て
は
、B

ach2

の
発
現
の
有

無
に
差
違
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
薬
剤
感
受
性
の
あ

っ
たV

P16, D
N
R
, A
ra-C

に
お

い
て
は
、B

ach2

過
剰
発
現
株

の
細
胞
内
過
酸
化
物
の
増
加
が

認
め
ら
れ
、
抗
酸
化
剤
カ
タ
ラ

ー
ゼ
投
与
に
よ
り
、
そ
の
細
胞

死
が
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

蛍
光
顕
微
鏡

に
お
い
て
、

抗
癌
剤
投
与

後
のB

ach
2

の
細
胞
内
局

在
は
、V

P16, 
D
N
R
, 
A
ra-C

投
与
下
で
細

胞
質
か
ら
核

内
へ
の
誘
導

が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。�

　
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
抗

癌
剤
に
よ
る

酸
化
ス
ト
レ

ス
がB

ach
2

の
細
胞
内
局

在
を
変
化
さ
せ
、
細
胞
死
を
誘

導
さ
せ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま

し
た
。�

最
後
に
こ
の
研
究
を
支
え
て
頂

き
ま
し
た
諸
先
生
方
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）�

　
こ
の
度
は
平
成
十
六
年
度
附

属
病
院
診
療
技
術
賞
を
受
賞
さ

せ
て
頂
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
近
年
浸
潤
性
膀
胱
癌
の
増
加

に
伴
い
、
尿
路
変
向
術
を
施
行

す
る
際
に
も
、
術
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
考
慮
し
た
う
え
で
術
式
を
選

択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
腸

を
用
い
た
手
術
は
、
古
く
は
一

九
五
〇
年
代
よ
り
施
行
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
術
前
の
排
尿
状

態
に
よ
り
近
づ
け
る
よ
う
な
自

排
尿
型
の
新
膀
胱
造
設
術
は
一

九
八
〇
年
代
中
頃
よ
り
急
速
に

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
小

腸
を
用
い
て
再
建
を
行
う

H
autm

ann

法
とStuder

法
の
二

つ
の
方
法
が
世
界
の
主
流
と
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
方
法
は
作
成
に
手
間
が
か

か
り
、
熟
練
し
た
術
者
と
多
く

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
い
る
限
ら

れ
た
施
設
で
の
み
施
行
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
当
科
で
も
一
九
八

〇
年
代
よ
り
回
腸
新
膀
胱
造
設

術
を
施
行
し
て
き
ま
し
た
が
、

腸
蠕
動
に
よ
り
効
率
の
良
い
排

尿
が
得
ら
れ
ず
、
積
極
的
に
は

施
行
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
一
九
九
六
年
に
先
代
の
鈴
木

名
誉
教
授
の
発
案
に
よ
り
、
世

界
に
類
を
見
な
い
新
し
い
術
式

に
よ
る
回
腸
新
膀
胱
造
設
術
を

考
案
し
、
現
在
ま
で
九
十
三
例

に
施
行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

方
法
は
非
常
に
簡
便
で
あ
る
た

め
、
作
成
に
時
間
が
か
か
ら
ず
、

か
つ
特
別
な
技
術
を
要
し
ま
せ

ん
。
作
成
時
間
は
平
均
二
時
間

で
、
他
施
設
に
比
べ
非
常
に
短

時
間
で
作
成
可
能
で
す
。
ま
た
、

術
後
比
較
的
早
期
に
良
好
な
排

尿
が
得
ら
れ
、
残
尿
・
尿
失
禁

等
こ
の
手
術
の
抱
え
る
合
併
症

も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
の
治
療
成
績
が
比

較
的
良
好
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
本
術
式
を
「
弘

前
膀
胱
」
と
命
名
し
、
さ
ら
に

術
式
を
改
良
し
よ
り
安
定
し
た

排
尿
を
得
る
た
め
に
頑
張
っ
て

い
く
所
存
で
す
。�

　
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
協
力
し

て
頂
い
た
泌
尿
器
科
ス
タ
ッ
フ
・

看
護
師
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。�

　
日
本
人
の
変
形
性
股
関
節
症

の
多
く
は
股
関
節
形
成
不
全
や

先
天
性
股
関
節
脱
臼
後
遺
症
を

背
景
と
す
る
二
次
性
股
関
節
症

で
あ
る
。
こ
れ
ら
股
関
節
症
は

進
行
に
伴
い
疼
痛
、
運
動
制
限

を
来
た
し
著
し
い
Ｑ
Ｏ
Ｌ
／
Ａ

Ｄ
Ｌ
障
害
を
招
く
。
人

工
関
節
の
発
展
は
こ
れ

ら
の
患
者
に
と
っ
て
の

福
音
で
あ
る
が
、
現
在

国
内
で
使
用
さ
れ
て
い

る
多
く
の
人
工
股
関
節

は
欧
米
で
開
発
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
日
本
人

の
関
節
形
態
に
適
合
し

な
い
こ
と
が
あ
る
。�

　
当
科
で
は
日
本
人
の

形
成
不
全
に
伴
う
変
形

性
股
関
節
症
の
大
腿
骨

に
適
合
す
べ
く
、
弘
前

大
学
式
セ
メ
ン
ト
レ
ス

大
腿
骨
ス
テ
ム
（

H
irosaki-Press-Fit = 

Ｈ
Ｐ
Ｆ
ス

テ
ム
）
を
開
発
し
一
九
九
七
年

以
来
臨
床
使
用
し
て
い
る
。
Ｈ

Ｐ
Ｆ
ス
テ
ム
は
当
科
に
お
け
る

二
次
性
股
関
節
症
例
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
像
、
お
よ
び
Ｃ
Ｔ
像
を
も

と
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
。
生
体

適
合
性
が
良
好
な
チ
タ
ン
製
で

従
来
の
機
種
に
比
し
近
位
内
側

の
曲
率
が
大
き
く
日
本
人
に
多

い
外
反
股
に
適
合
す
る
。
外
側

と
前
方
に
突
起
を
有
し
大
腿
骨

内
の
髄
腔
占
拠
率
を
高
め
初
期

固
定
性
を
確
保
す
る
。
近
位
部

に
は
粗
面
処
理
と
ハ
イ
ド
ロ
キ

シ
ア
パ
タ
イ
ト
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
施
さ
れ
長
期
的
／
生
物
学
的

固
定
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。�

　
二
十
二
例
二
十
三
関
節
の
術

後
平
均
六
年
四
ヶ
月
時
の
臨
床

成
績
は
充
分
な
除
痛
が
得
ら
れ

歩
行
能
力
も
改
善
す
る
等
非
常

に
良
好
で
あ
る
。
ま
た
レ
ン
ト

ゲ
ン
上
も
ゆ
る
み
を
示
す
徴
候

は
無
く
Ｈ
Ｐ
Ｆ
ス
テ
ム
は
良
好

な
固
定
性
を
維
持
し
て
お
り
セ

メ
ン
ト
非
使
用
の
人
工
股
関
節

置
換
術
と
し
て
は
良
好
な
中
期

成
績
を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た

当
初
煩
雑
で
あ
っ
た
手
術
手
技

も
洗
練
さ
れ
今
後
最
小
侵
襲
手

術
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
に
対
応
す
べ
く

新
た
な
周
辺
機
器
も
導
入
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
四
十
〜

五
十
歳
代
と
比
較
的
若
年
者
に

適
用
し
て
き
た
が
、
今
後
は
よ

り
高
齢
者
に
も
適
応
範
囲
を
拡

大
し
て
継
続
し
て
使
用
す
る
予

定
で
あ
る
。
中
期
成
績
に
つ
い

て
は
国
内
外
で
発
表
予
定
で
あ

り
、
学
内
の
み
な
ら
ず
関
連
各

病
院
、
ひ
い
て
は
全
国
で
使
用

さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。�



５�

　
こ
の
度
、
栄
え
あ
る
国
際
化

教
育
奨
励
賞
を
戴
き
、
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
医
学
科
で
は
、
新
た
な
教
育

手
法
の
流
れ
を
ふ
ま
え
つ
つ
独

立
行
政
法
人
化
後
の
生
き
残
り

を
か
け
て
、
卒
前
教
育
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
進
め
ら

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一

貫
と
し
て
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

授
業
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク

シ
ッ
プ
、
オ
ス
キ
ー
等
と
並
び

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。�

　
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
導
入

の
経
緯
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医

学
部
ウ
オ
ー
カ
ー
第
二
十
三
号

に
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
実
施

委
員
会
委
員
長
の
中
根
明
夫
教

授
が
寄
稿
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

小
生
も
委
員
の
一
員
と

し
て
導
入
活
動
に
参
画

す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、

種
々
勉
強
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教

育
は
、
過
去
の
既
定
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
暗
記

で
は
な
く
、
新
た
に
起

こ
る
問
題
に
対
処
で
き

る
態
度
と
方
法
が
身
に

つ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
問
題
解
決
型
教
育
と

理
解
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

カ
ナ
ダ
の
マ
ク
マ
ス
タ

ー
大
学
が
一
九
六
九
年

の
創
立
時
よ
り
先
鞭
を
つ
け
、

世
界
各
地
に
広
ま
っ
た
教
育
方

法
で
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
マ

ク
マ
ス
タ
ー
大
学
で
は
、
そ
の

後
もE

vidence-B
ased C

linical 
Practice

等
の
新
た
な
医
学
教
育

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
同

大
学
の
医
学
教
育
に
対
す
る
姿

勢
と
そ
の
背
景
に
大
き
な
興
味

を
抱
い
た
し
だ
い
で
す
。�

　
本
賞
受
賞
の
機
会
に
マ
ク
マ

ス
タ
ー
大
学
を
訪
問
し
、
そ
の

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
教
育

目
標
設
定
の
背
景
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
医
学
教
育
の
実
際

や
洗
練
さ
れ
た
設
備
を
視
察
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
教
育
評
価
、
フ

ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調

査
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
の
本
学
で
の
教

育
活
動
に
反
映
し
て
い
け
る
よ

う
な
知
見
を
得
て
参
り
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
受

賞
に
あ
ら
た
め
て
深
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）�

　
こ
の
度
は
国
際
化
教
育
奨
励

賞
に
選
定
し
て
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
行
わ
れ
て
き
た
講
義
と
見
学

型
の
臨
床
実
習
と
い
っ
た
医
学

教
育
に
対
し
、
六
年
卒
業
時
に

は
あ
る
程
度
実
践
の
で
き
る
臨

床
医
を
育
て
る
医
学
教
育
が
社

会
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

弘
前
大
学
医
学
部
で
もO

SC
IE

、

TU
TO
R
IA
L

が
取
り
入
れ
ら
れ
、

か
な
り
改
革
が
行
わ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

臨
床
実
習
に
つ
い
て
は
各
臨
床

科
に
そ
の
実
施
方
法
が
ま
か
さ

れ
て
お
り
、
医
学
部
卒
業
時
に

あ
る
程
度
実
践
の
で
き
る
臨
床

医
ま
で
は
教
育
で
き
て
い
な
い

の
が
現
実
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
臨
床
実
習
の
一
つ
の
方
法

が
、
学
生
が
自
分
自
身
で
考
え

医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
治

療
・
診
断
に
携
わ
る
、
参
加
型

の
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
シ

ッ
プ
制
で
あ
り
ま
す
。
臨
床
実

習
終
了
後
に
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク

ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
て
は

い
ま
す
が
、
ど
こ
ま
で
や
ら
せ

る
の
か
現
場
ま
か
せ
で
す
し
、

学
生
の
評
価
も
か
な
り
開
き
が

あ
る
よ
う
で
す
。
背
景
に
は
指

導
医
不
足
や
、
各
診
療
科
に
お

け
る
学
生
の
臨
床
教
育
に
対
す

る
認
識
の
温
度
差
な
ど
が
あ
り

そ
う
で
す
。
臨
床
実
習
の
か
な

り
の
部
分
を
、
あ
る
程
度
標
準

化
さ
れ
た
ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク
ラ

ー
ク
シ
ッ
プ
制
で
行
う
こ
と
に

よ
り
、
学
生
は
ど
の
講
座
で
も

同
じ
よ
う
に
患
者
、
疾
患
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
、
学
生
の

臨
床
能
力
を
よ
り
高
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

今
回
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
ク
リ
ニ

カ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
制
を
、

で
き
れ
ば
教
わ
る
方
の
立
場
と

教
え
る
方
の
立
場
の
両
面
か
ら

研
修
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
法
律
的
側
面
、
卒
後
研

修
と
の
兼
合
い
、
指
導
医
不
足

な
ど
種
々
の
問
題
が
あ
り
、
ク

リ
ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

先
進
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
シ

ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
導
入
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、
弘
前

大
学
に
お
い
て
何
が
可
能
か
、

何
が
足
り
な
い
か
を
今
回
の
研

修
で
学
び
、
臨
床
実
習
に
お
け

る
弘
前
大
学
医
学
部
と
し
て
の

ク
リ
ニ
カ
ル
・
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ

プ
を
提
案
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。�

サ
ー
ビ
ス
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
使
途
の
適
正
化
を
目
指
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
過

程
で
、
離
婚
請
求
し
続
け
て
き

た
統
合
失
調
症
患
者
の
意
向
を
、

本
人
・
主
治
医
・
弁
護
士
の
話

し
合
い
を
通
し
て
、
精
神
医
学
・

法
律
学
的
な
面
か
ら
、
そ
の
妥

当
性
を
考
慮
し
、
本
人
の
希
望

が
統
合
失
調
症
に
よ
る
妄
想
な

の
か
そ
れ
と
も
健
常
な
思
考
要

求
な
の
か
を
判
断
し
な
が
ら
、

実
現
化
へ
の
援
助
も
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
援
助
が
、

医
療
者
の
援
助
可
能
範
囲
の
代

理
行
為
な
の
か
？
　・　
過
剰
介

入
で
は
な
い
の
か
？
　
と
自
問

自
答
し
つ
つ
、
精
神
医
療
従
事

者
と
し
て
の
専
門
知
識
と
一
般

社
会
人
と
し
て
の
常
識
が
必
ず

し
も
一
致
し
て
い
な
い
現
実
も

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
裁
判

所
が
　
離
婚
　
を
認
め
、
離
婚

に
よ
っ
て
経
済
的
に
自
立
し
た

こ
と
で
、
社
会
的
自
立
を
目
的

と
し
た
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
体
制
の
整
っ
た
専
門
病

院
へ
の
転
院
が
実
現
出
来
た
こ

と
は
、
私
ど
も
の
チ
ー
ム
の
活

動
が
少
な
く
と
も
、
障
害
者
の

社
会
的
自
立
に
大
き
く
貢
献
し

た
成
果
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。�

　
今
回
は
、
三
〇
〇
万
円
以
上

の
医
療
費
の
滞
納
が
直
接
的
要

因
と
な
り
、
医
事
課
・
二
病
棟

八
階
の
協
力
体
制
の
組
織
化
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

医
療
従
事
者
の
患
者
本
人
と
家

族
の
身
体
的
・
社
会
的
・
経
済

的
そ
し
て
精
神
的
な
負
担
を
含

め
た
ケ
ア
の
重
要
性
が
唱
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
当
院
の
患
者
・

家
族
へ
の
生
活
面
で
の
ケ
ア
は
、

患
者
・
家
族
が
積
極
的
に
我
々

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
と
き
に
は

活
動
で
き
る
体
制
が
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
が
当
院
の
主
体
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
は
事
実
上
不
可
能

で
あ
り
、
今
回
の
活
動
を
通
し

て
Ｐ
Ｓ
Ｗ
を
含
め
た
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
の
必
要
性
を
再
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
言
葉
を
換
え
る

Ｐ
Ｓ
Ｗ
の
協
力
が
あ
れ
ば
こ
れ

ほ
ど
長
期
に
渡
る
入
院
生
活
と
、

患
者
の
多
大
な
負
担
、
そ
し
て

人
力
を
費
い
や
す
こ
と
な
く
解

決
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
最
後
に
ご
指

導
、
ご
支
援
下
さ
っ
た
前
医
事

課
長
の
伊
藤
健
一
殿
、
弁
護
士

の
三
上
雅
通
先
生
に
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。�

　
が
ん
は
、
細
胞
の
異
常
な
増

殖
を
特
徴
と
し
、
そ
の
発
生
は

加
齢
と
と
も
に
増
加
し
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
が
ん
が
一
個
の
細

胞
か
ら
検
出
可
能
な
大
き
さ
に

な
る
ま
で
年
数
が
か
か
る
ほ
か

に
、
細
胞
に
老
化
に
伴
う
変
化

が
生
じ
、
そ
の
中
か
ら
が
ん
細

胞
が
出
現
す
る
と
い
う
、
細
胞

老
化
と
が
ん
の
深
い
関
係
が
係

わ
っ
て
い
ま
す
。
細
胞
老
化
は
、

細
胞
が
一
定
回
数
の
分
裂
を
経

た
後
に
不
可
逆
的
に
増
殖
を
停

止
し
た
状
態
で
あ
り
、
サ
イ
ク

リ
ン
依
存
性
キ
ナ
ー
ゼ
阻
害
タ

ン
パ
ク
質p21C

ip

、p16Ink4a

の
増
加
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
が

ん
の
異
常
な
増
殖
は
、
こ
れ
ら

の
阻
害
タ
ン
パ
ク
質
の
低
下
に

よ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
が
ん

の
治
療
法
と
し
て
、
増
殖
の
さ

か
ん
な
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
、

分
化
を
誘
導
さ
せ
る
、
血
流
を

遮
断
す
る
な
ど
の
方
法
が
と
ら

れ
て
き
ま
し
た
。�

　
本
課
題
は
、
が
ん
細
胞
に
老

化
を
誘
導
す
れ
ば
増
殖
が
抑
え

ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
基
礎

（
生
化
学
第
二
、
病
理
学
第
二
）

と
臨
床
（
産
科
婦
人
科
学
、
皮

膚
科
学
、
臨
床
薬
理
学
）
の
教

室
が
連
携
し
、
細
胞
老
化
の
誘

導
に
よ
る
が
ん
の
新
た
な
治
療

法
を
開
発
す
る
も
の
で
す
。
細

胞
老
化
で
は
、
前
記
の
阻
害
タ

ン
パ
ク
質
の
分
解
が
う
ま
く
行

わ
れ
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
が

増
加
し
ま
す
。
生
活
に
例
え
る

と
、
正
常
な
細
胞
で
は
、
阻
害

タ
ン
パ
ク
質
と
い
う
ゴ
ミ
が
回

収
分
解
さ
れ
て
い
る
の
に
、
細

胞
老
化
で
は
、
回
収
が
行
わ
れ

な
い
た
め
に
ゴ
ミ
が
溜
っ
た
状

態
に
あ
り
ま
す
。
が
ん
細
胞
は
、

そ
の
汚
さ
に
我
慢
し
切
れ
な
く

な
り
、
ゴ
ミ
の
分
解
を
徹
底
的

に
行
っ
て
い
る
か
、
ゴ
ミ
を
出

す
こ
と
を
禁
止
し
た
状
態
と
想

定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ゴ
ミ
の
回

収
分
解
の
機
構
（C

ullin-

依
存

性
の
ユ
ビ
キ
チ
ン
リ
ガ
ー
ゼ
系
）

が
細
胞
老
化
と
が
ん
で
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
る
か
調
べ
る

と
と
も
に
、p

2
1
C
i
p

、

p16Ink4a

の
発
現
誘
導
に
働
く

薬
剤
や
そ
の
他
の
薬
剤
を
卵
巣

癌
や
皮
膚
癌
な
ど
の
治
療
に
応

用
し
、
そ
の
効
果
を
検
討
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
本
助
成
金
は
遠
藤
正
彦
学
長

か
ら
本
医
学
科
へ
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
、
先
端
的
・
学
術
的
な

研
究
の
推
進
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
趣
旨
を
共
同
研
究

者
と
心
に
刻
み
、
成
果
を
得
ら

れ
る
よ
う
連
携
し
て
研
究
を
進

め
ま
す
。�

　「
遠
藤
正
彦
学
長
記
念
」
研
究

助
成
金
を
授
与
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
大
変

名
誉
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

以
下
に
当
教
室
の
研
究
成
果
と

本
助
成
金
で
の
研
究
計
画
を
述

べ
ま
す
。�

　
冠
攣
縮
性
狭
心
症
（
異
型
狭

心
症
）
は
わ
が
国
に
多
い
タ
イ

プ
の
狭
心
症
で
、
全
狭
心
症
の

二
十
〜
三
十
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
冠
攣
縮
は
一
部
の

不
安
定
狭
心
症
や
急
性
心
筋
梗

塞
の
発
症
に
も
関
与
し
て
お
り
、

そ
の
病
態
の
解
明
は
臨
床
的
に

も
極
め
て
重
要
で
す
。
冠
攣
縮

は
冠
動
脈
平
滑
筋
のbasal tone

の
亢
進
と
収
縮
刺
激
に
対
す
る

過
収
縮
性
を
特
徴
と
し
ま
す
が
、

血
管
平
滑
筋
の
収
縮
機
構
の
ど

の
過
程
が
関
与
す
る
か
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
臨
床
例
か
ら
冠
動
脈
平

滑
筋
そ
の
も
の
を
得
る
の
が
困

難
な
た
め
で
、
細
胞
内
情
報
伝

達
機
構
の
検
討
は
こ
れ
ま
で
皆

無
の
状
態
で
し
た
。�

　
さ
て
、
血
管
平
滑
筋
の
収
縮

機
構
に
お
け
るK

ey enzym
e

で

あ
るPhospholipase C

（PL
C

）

-s

は
ア
ゴ
ニ
ス
ト
刺
激
に
よ
り

活
性
化
さ
れ
、
細
胞
内
カ
ル
シ

ウ
ム
イ
オ
ン
濃
度
の
上
昇
を
き

た
し
ま
す
。
Ｐ
Ｌ
Ｃ-

δ
１
は

カ
ル
シ
ウ
ム
に
よ
り
直
接
活
性

化
さ
れ
る
性
質
を
有
し
、
そ
の

活
性
亢
進
は
冠
動
脈
平
滑
筋
の

basal tone

の
亢
進
と
収
縮
刺
激

に
対
す
る
過
収
縮
を
惹
起
し
ま

す
。
こ
の
点
に
注
目
し
、
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
時
に
同
意
の

得
ら
れ
た
患
者
よ
り
皮
膚
小
片

を
採
取
し
、
皮
膚
線
維
芽
細
胞

を
培
養
し
、
平
滑
筋
細
胞
の

surrogate

と
し
て
Ｐ
Ｌ
Ｃ
活
性

お
よ
び
制
御
遺
伝
子
の
変
異
の

有
無
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ-

δ
１
活
性
が
冠
攣
縮
性
狭
心
症

患
者
群
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
に

比
し
て
有
意
に
亢
進
し
て
お
り
、

遺
伝
子
解
析
に
よ
り
Ｐ
Ｌ
Ｃ-

δ
１
のG

864A
 SN
P

を
見
出
し
、

機
能
解
析
に
よ
り
Ａ
Ａ
型
で
活

性
が
著
明
に
亢
進
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
（

C
irculation,

　2002

）。
ま
た
、

Ｐ
Ｌ
Ｃ-

δ
１
の
活
性
と
ア
セ

チ
ル
コ
リ
ン
に
対
す
る
冠
動
脈

の
反
応
性
の
間
に
正
相
関
を
認

め
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
（J 

A
m
 C
oll C

ardiol, 2000

）。
し

か
し
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ

-

δ
１
の

G
864A

 SN
P A
A

型
は
冠
攣
縮

性
狭
心
症
患
者
の
約
十
％
に
し

か
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

Ｐ
Ｌ
Ｃ-

δ
１
の
活
性
亢
進
の

大
部
分
は
Ｐ
Ｌ
Ｃ-

δ
１
調
節

因
子
の
異
常
に
起
因
す
る
と
の

仮
説
を
立
て
研
究
を
進
め
て
き

、�



６�

　
平
成
十
六
年
十
二
月
末
日
を

も
っ
て
弘
前
大
学
医
学
部
を
退

職
し
ま
し
た
が
、
本
来
で
あ
れ

ば
十
七
年
三
月
が
定
年
で
し
た

が
、
三
月
ば
か
り
早
め
に
辞
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
平
成
五
年
五
月
に
赴
任
し
て

以
来
十
年
余
を
母
校
で
働
き
ま

し
た
。�

　
こ
の
間
医
学
部
がJIC

A

に
協

力
し
て
実
施
し
た
「
ジ
ャ
マ
イ

カ
国
南
部
地
域
保
健
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
深
く
関
わ
る
事

に
成
り
ま
し
た
。
平
成
九
年
四

月
の
事
前
調
査
団
に
始
ま
り
、

本
年
一
月
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
国
保

健
省
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
英
語

を
碌
に
話
す
こ
と
が
出
来
な
い

ま
ま
、
一
国
の
保
健
政
策
に
関

わ
る
よ
う
な
仕
事
に
携
わ
る
と

は
考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
お
陰
で
大
学
に
居
た
だ
け

で
は
経
験
の
出
来
な
い
様
々
な

出
来
事
に
遭
遇
し
ま
し
た
が
、

言
葉
は
何
時
も
大
き
な
問
題
で

し
た
。�

　
機
会
あ
る
毎
に
外
国
語
の
研

鑽
を
積
ま
れ
る
こ
と
を
若
い
方
々

に
希
望
し
ま
す
。�

　
生
活
習
慣
病
特
に
肥
満
の
問

題
は
世
界
共
通
の
問
題
で
あ
り
、

十
億
以
上
の
人
が
過
体
重
で
、

三
億
も
の
人
が
肥
満
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
糖
尿
病
を
始
め
と
し
、
心
臓

病
、
脳
血
管
疾
患
等
い
わ
ゆ
る

慢
性
非
感
染
性
疾
患
で
世
界
の

多
く
の
人
々
が
悩
ま
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
は
先
進
国
の
み

な
ら
ず
、
発
展
途
上
国
で
む
し

ろ
深
刻
で
す
。
医
療
保
健
分
野

で
働
く
人
々
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
時
に
は
大
学
を
離
れ
、

field

に
出
る
の
も
医
療
に
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
大

切
な
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。�

　
昭
和
三
十
四
年
に
弘
前
大
学

に
入
学
し
て
以
来
、
仙
台
や
東

京
で
働
い
た
期
間
を
除
い
て
も

三
十
五
年
以
上
を
弘
前
大
学
で

過
ご
し
て
来
ま
し
た
。
大
学
に

入
学
し
た
時
に
初
め
て
出
来
た

鉄
筋
の
病
棟
、
グ
ラ
ン
ド
だ
け

が
入
学
当
時
の
ま
ま
で
す
が
、

小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し
た
基

礎
校
舎
、
木
造
の
外
来
棟
や
手

術
室
等
今
思
い
出
す
と
隔
世
の

感
が
あ
り
ま
す
。�

　
医
学
部
も
還
暦
を
迎
え
、
人

間
で
あ
れ
ば
老
人
と
言
わ
れ
る

時
代
に
入
り
ま
し
た
。
新
た
な

発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
で

す
が
、
地
域
の
人
々
を
大
切
に

す
る
医
療
人
を
育
て
て
行
く
使

命
を
忘
れ
な
い
で
頂
き
た
い
も

の
で
す
。�

　
医
学
部
配
分
の
決
定
は
左
表
の
如
く
で
し
た
。
次
年
度
は
医
学
部
医
学
科
へ
の
更

な
る
獲
得
を
め
ざ
し
て
努
力
し
ま
し
ょ
う
。（
花
田
　
記
）�

ま
し
た
。P122

は
我
々
の
共
同

研
究
者
で
も
あ
り
ま
す
福
島
県

立
医
科
大
学
生
体
情
報
伝
達
研

究
所
の
本
間
好
教
授
ら
に
よ
り

一
九
九
五
年
に
発
見
さ
れ
た
新

規
の
タ
ン
パ
ク
質
で
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ-

δ
１
と
強
固
に
結
合
し
、
そ
の

酵
素
活
性
を
著
し
く
上
昇
さ
せ

ま
す
（EM

B
O
 J, 1995

）。
ご
く

最
近
我
々
は
、P122

蛋
白
発
現

が
冠
攣
縮
性
狭
心
症
患
者
の
ほ

ぼ
全
例
で
著
明
に
亢
進
し
て
い

る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
従

っ
て
、P122

蛋
白
の
発
現
亢
進

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
は
冠
攣

縮
性
狭
心
症
の
病
因
解
明
に
直

結
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。�

　
今
回
授
与
さ
れ
ま
し
た
遠
藤

正
彦
学
長
記
念
研
究
助
成
金
を

活
用
し
、
以
下
の
点
を
明
ら
か

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

N
C
B
I

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

genom
e ID
: A
H
 011020

を
参

考
に
し
、P122

の
プ
ロ
モ
ー
タ

ー
解
析
を
行
い
、
冠
攣
縮
性
狭

心
症
の
原
因
遺
伝
子
を
同
定
す

る
予
定
で
す
。
原
因
遺
伝
子
の

同
定
に
成
功
す
る
と
、
近
い
将

来
、
冠
攣
縮
の
遺
伝
子
診
断
並

び
に
新
規
治
療
法
の
開
発
が
期

待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
冠
攣

縮
性
狭
心
症
の
原
因
遺
伝
子
を

同
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

vascular m
edicine

の
進
歩
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
び
は
第
百
四
十
回
弘

前
医
学
例
会
の
優
秀
発
表
賞
を

い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

発
表
演
題
は
「
後
天
性
血
友
病

（
後
天
性
第
Ⅷ
因
子
イ
ン
ヒ
ビ
タ

ー
陽
性
）
の
五
症
例
」
で
、
第

一
内
科
で
過
去
十
年
間
に
経
験

し
た
症
例
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
本
疾
患
は
、
突
然
の
重
篤

な
出
血
で
発
症
し
診
断
・
治
療

が
遅
れ
る
と
非
常
に
予
後
不
良

で
す
。
さ
ら
に
出
血
部
位
に
よ

っ
て
内
科
の
み
な
ら
ず
外
科
、

整
形
外
科
、
耳
鼻
科
、
泌
尿
器

科
、
産
婦
人
科
な
ど
を

受
診
す
る
た
め
し
ば
し

ば
診
断
が
遅
れ
重
篤
化

し
ま
す
。
本
来
極
め
て

ま
れ
な
疾
患
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
施
設
で
十
年
間
に
五

症
例
と
い
う
こ
と
は
決

し
て
稀
な
疾
患
で
は
な

く
日
々
の
診
療
で
も
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
す
。�

　
弘
前
医
学
で
の
発
表

は
、
従
来
私
共
が
参
加

す
る
専
門
分
野
で
の
学

会
発
表
と
は
異
な
り
、

基
礎
医
学
・
臨
床
・
看
護
と
幅

広
い
領
域
で
の
弘
前
大
学
を
中

心
と
し
た
地
域
の
会
で
あ
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
他
科
の

先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
方
々
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
演
題
を
選
ん
だ

こ
と
が
御
評
価
い
た
だ
い
た
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
棟
方
教

授
、
高
見
教
授
に
御
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
受
賞
を
励
み

に
し
て
さ
ら
に
研
鑽
を
積
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）�

　
昨
年
、
松
木
明
知
名
誉
教

授
（
前
麻
酔
科
学
教
授
）
か

ら
多
く
の
貴
重
な
図
書
と
資

料
を
医
学
部
分
館
に
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

松
木
文
庫
と
し
て
保
管
、
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
と
く
に
オ
ス
ラ
ー
関
係

図
書
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
オ
ブ

メ
デ
ィ
シ
ン
は
他
大
学
に
も

無
い
よ
う
で
、
国
内
の
他
機

関
か
ら
の
相
互
貸
借
の
請
求

が
き
て
い
ま
す
。
学
内
で
は

ま
だ
そ
の
価
値
と
利
用
の
方

法
が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
は
思
わ
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
の
図
書
と
資
料

は
本
学
の
み
で
な
く
、
弘
前

市
民
、
青
森
県
民
、
日
本
国

民
の
財
産
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら

れ
、
充
分
に
活
用
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
医
学
部
分
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
松
木
文

庫
の
紹
介
を
掲
載
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。�

松
木
文
庫�
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�

講
座
概
要�

�

　
法
医
学
講
座
で
は
、
基
礎
校

舎
五
階
中
央
の
研
究
室
・
実
験

室
と
、
基
礎
校
舎
一
階
の
解
剖

室
と
に
固
有
の
研
究
室
を
有
し
、

日
々
こ
れ
ら
の
部
屋
で
講
座
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
法
医
学
講
座
の
主
な
仕
事
は
、

主
と
し
て
青
森
県
警
察
本
部
と

青
森
・
八
戸
海
上
保
安
部
か
ら

嘱
託
さ
れ
る
法
医
解
剖
を
行
う

こ
と
で
す
が
、
社
会
と
医
学
Ⅱ

（
法
医
学
）
の
学
生
教
育
も
担
当

し
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
研

究
と
し
て
は
、
法
医
学
の
領
域

の
み
に
留
ま
ら
な
い
免
疫
学
的

な
広
い
研
究
と
し
て
機
能
食
品

の
抗
腫
瘍
活
性
に
関
す
る
研
究

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
講
座
主
任
の

黒
田
直
人
の
ほ
か
北
　
武
講
師
、

丹
野
高
三
助
手
の
三
名
で
す
が
、

細
胞
自
動
解
析
装
置
室
の
對
馬

優
子
さ
ん
も
講
座
内
の
ス
ペ
ー

ス
に
待
機
し
て
い
ま
す
。�

�

法
医
解
剖
に
つ
い
て�

�

　
法
医
解
剖
の
実
施
数
は
付
表

１
の
と
お
り
で
、
過
去
八
年
を

平
均
す
る
と
、
年
間
百
三
十
一

件
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
現
体
制

と
な
っ
て
七
年
半
あ
ま
り
、
こ

の
間
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に

よ
り
当
講
座
の
担
当
さ
せ
て
頂

い
た
解
剖
が
、
先
般
一
千
例
を

数
え
ま
し
た
。
全
員
で
も
三
名

と
い
う
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
の

百
数
十
件
の
解
剖
業
務
は
既
に

限
界
を
超
え
て
い
て
、
大
学
内

で
の
業
務
ば
か
り
で
な
く
ス
タ

ッ
フ
個
人
の
生
活
に
も
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
医

解
剖
は
、
全
く
予
定
の
立
た
な

い
業
務
で
あ
る
う
え
、
内
容
は

単
純
な
も
の
か
ら
極
め
て
複
雑

な
も
の
ま
で
千
差
万
別
で
す
。

一
、
二
週
間
全
く
依
頼
の
な
い

こ
と
も
あ
れ
ば
、
一
日
に
五
体

も
の
ご
遺
体
を
担
当
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
普
通

の
人
な
ら
一
生
経
験
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
な
悪
臭
や
汚
穢
と

の
戦
い
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

死
因
や
受
傷
機
序
に
つ
い
て
の

難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
る
例
も

少
な
く
な
く
、
頭
と
胃
の
痛
む

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。�

　
法
医
解
剖
に
対
す
る
サ
ポ
ー

ト
体
制
に
関
し
て
、
現
在
の
弘

前
大
学
に
多
く
の
こ
と
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
残
念
な
が
ら
無

理
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
解

剖
業
務
に
要
す
る
人
員
の
補
助

は
望
む
べ
く
も
な
く
、
県
警
本

部
に
も
働
き
か
け
、
少
し
で
も

改
善
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
が
、
大
変
苦
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
以
上
の
能
率
化
は

無
理
で
あ
る
ば
か
り
か
、
新
た

な
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
す
る
原
因

と
も
な
り
得
る
た
め
、
出
来
る

だ
け
無
理
は
せ
ず
、
講
座
の
マ

ン
パ
ワ
ー
で
出
来
る
こ
と
だ
け

に
限
っ
て
業
務
を
続
け
て
い
ま

す
。�

�

研
究
に
つ
い
て�
�

　
現
在
法
医
学
講
座
の
主
な
研

究
は
、
症
例
研
究
、
自
殺
に
関

す
る
研
究
、
火
災
に
関
す
る
研

究
、
血
液
型
検
査
法
に
関
す
る

研
究
、
機
能
食
品
の
抗
腫
瘍
活

性
に
関
す
る
研
究
な
ど
が
あ
り

ま
す
。�

　
最
近
の
ホ
ッ
ト
な
研
究
と
し

て
、
腐
敗
死
体
の
胃
粘
膜
を
用

い
た
迅
速
で
安
定
し
た
、
信
頼

性
の
高
い
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型
判

定
法
の
開
発
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
北
　
武
講
師
が
最
近
考
案

し
た
方
法
で
、
元
弘
前
大
学
医

学
部
法
医
学
講
座
教
授
赤
石
　

英
（
あ
か
い
し
　
す
ぐ
る
）
先

生
が
昭
和
四
十
年
に
考
案
さ
れ

た
血
痕
に
対
す
る
型
的
二
重
結

合
法
に
よ
る
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型

判
定
法
を
、
血
痕
か
ら
胃
粘
膜

に
置
き
換
え
た
も
の
で
す
が
、

吸
収
試
験
法
な
ど
他
の
方
法
ば

か
り
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
今

日
ま
で
、
何
故
か
あ
ま
り
省
み

ら
れ
な
か
っ
た
型
的
二
重
結
合

法
を
胃
粘
膜
に
よ
る
Ａ
Ｂ
Ｏ
式

血
液
型
判
定
に
応
用
で
き
る
よ

う
に
改
良
し
て
良
好
な
結
果
を

得
た
も
の
で
す
。
我
が
法
医
学

講
座
の
大
先
輩
で
あ
る
赤
石
先

生
の
後
輩
と
し
て
、
そ
の
原
理

の
発
展
と
応
用
を
実
現
で
き
た
、

画
期
的
で
誇
ら
し
い
研
究
で
す
。�

��

異
状
死
の
届
出
に
つ
い
て�

�

　
昨
今
医
療
事
故
に
係
る
問
題

を
第
三
者
的
機
関
に
よ
り
調
査
、

解
決
し
よ
う
と
す
る
厚
生
労
働

省
の
動
き
が
進
行
し
て
い
ま
す

が
、
医
療
事
故
死
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
未
だ
に
無
理
解
や

混
乱
を
生
じ
て
い
る
感
が
あ
り

ま
す
。�

　
異
状
死
と
申
し
ま
す
と
、
何

か
特
殊
な
も
の
で
あ
る
印
象
を

与
え
、
さ
ら
に
医
療
事
故
を
想

起
さ
せ
る
よ
う
な
異
状
死
に
つ

い
て
の
届
け
出
を
ど
う
す
る
か

に
つ
い
て
は
定
ま
っ
た
シ
ス
テ

ム
が
存
在
せ
ず
、
医
療
事
故
と

は
無
関
係
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
医
師
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
異
状
死
の
届
け
出
を
躊
躇
し

て
し
ま
う
例
も
多
い
や
に
聞
い

て
お
り
ま
す
。�

　
異
状
死
の
届
け
出
に
つ
い
て

は
、
日
本
法
医
学
会
と
日
本
外

科
学
会
と
の
見
解
の
相
違
が
取

り
沙
汰
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、

グ
レ
イ
ゾ
ー
ン
は
別
と
し
て
、

明
ら
か
に
異
状
死
で
あ
れ
ば
医

師
法
第
二
十
一
条
に
よ
っ
て
届

出
の
義
務
が
医
師
に
生
じ
ま
す
。�

　
日
本
法
医
学
界
で
設
け
た
「
異

状
死
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
す
な
わ

ち
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
異

状
死
に
該
当
す
る
の
か
と
い
う

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
付
表
２
に
示

し
ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。�

　
大
切
な
こ
と
は
、
異
状
死
の

届
出
義
務
は
、
異
状
死
で
あ
る

と
認
め
た
医
師
個
人
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
医
療
グ
ル

ー
プ
の
上
司
ま
た
は
病
院
長
な

ど
の
許
可
が
な
く
と
も
明
ら
か

に
異
状
死
だ
と
判
断
し
た
な
ら

所
轄
警
察
（
ど
こ
で
も
よ
い
）

に
一
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
内
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
重
要

で
す
が
、
明
ら
か
な
異
状
死
を

届
け
る
の
を
怠
る
こ
と
は
医
師

法
第
二
十
一
条
に
違
反
す
る
行

為
で
す
。�

　
ど
う
し
て
も
判
断
に
迷
う
場

合
に
は
、
法
医
学
講
座
ま
で
お

気
軽
に
ご
相
談
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。�

（
文
責
　
黒
田
）�

・�運�転�者�，�同�乗�者�，�歩�行�者�を�問�わ�ず�，�交�通�機�関�（�自�動�車�の�み�な�ら�ず�自�転�車�，�
鉄�道�，�船�舶�な�ど�あ�ら�ゆ�る�種�類�の�も�の�を�含�む�）�に�よ�る�事�故�に�起�因�し�た�死�亡�．�

・�自�過�失�，�単�独�事�故�な�ど�，�事�故�の�態�様�を�問�わ�な�い�．�
・�同�一�平�面�上�で�の�転�倒�，�階�段�・�ス�テ�ッ�プ�・�建�物�か�ら�の�転�落�な�ど�に�
起�因�し�た�死�亡�．�
・�海�洋�，�河�川�，�湖�沼�，�池�，�プ�ー�ル�，�浴�槽�，�水�た�ま�り�な�ど�，�溺�水�の�
場�所�は�問�わ�な�い�．�
・�火�災�に�よ�る�死�亡�（�火�傷�・�一�酸�化�炭�素�中�毒�・�気�道�熱傷あるいはこれ�
ら�の�競�合�な�ど�，�死�亡�が�火�災�に�起�因�し�た�も�の�す�べ�て�），火陥・高熱�
物�質�と�の�接�触�に�よ�る�火�傷�・�熱�傷�な�ど�に�よ�る�死�亡�．�
・頚�部�や�胸�部�の�圧�迫�，�気�道�閉�塞�，�気�道�内�異�物�，�酸�素�の�欠�乏�な�ど�に�
よ�る�窒�息�死�．�
・�毒�物�，�薬�物�な�ど�の�服�用�，�注�射�，�接�触�な�ど�に�起�因�し�た�死�亡�．�

・�異�常�な�温�度�環�境�へ�の�曝�露�(熱�射�病�，�凍�死�)．�日�射�病，潜函病など．�

・�作�業�中�の�感�電�死�，�漏�電�に�よ�る�感�電�死�，�落�雷�に�よ�る�死�亡�な�ど�．�

・�上�記�に�分�類�さ�れ�な�い�不�慮�の�事�故�に�よ�る�す�べ�て�の�外�因�死�．�
・�死�亡�者�自�身�の�意�志�と�行�為�に�も�と�づ�く�死�亡�．�
・�縊�頚�、�高�所�か�ら�の�飛�降�，�電�車�へ�の�飛�込�，�刃�器�・�鈍�器�に�よ�る�自�傷�，�入�水�，�服�毒�な�ど�．�
・�自�殺�の�手�段�方�法�を�問�わ�な�い�．�
・�加�害�者�に�殺�意�が�あ�っ�た�か�否�か�に�か�か�わ�ら�ず�，�他�人�に�よ�っ�て�加�え�ら�れ�た�傷�害�に�起�因�す�る�
死�亡�す�べ�て�を�含�む�．�
・�絞�・�扼�頚�、�鼻�口�部�の�閉�塞�，�刃�器�・�鈍�器�に�よ�る�傷�害�，�放�火�に�よ�る�焼�死�，�毒�殺�な�ど�．�
・�加�害�の�手�段�方�法�を�問�わ�な�い�．�

・�手�段�方�法�を�問�わ�な�い�．�

例�）�・�頭�部�外�傷�や�眠�剤�中�毒�な�ど�に�続�発�し�た�気�管�支�肺�炎�

・パ�ラ�コ�ー�ト�中�毒�に�続�発�し�た�間�質�性�肺�炎�・�肺�線�維�症�

・�外�傷�，�中�毒�、�熱�傷�に�続�発�し�た�敗�血�症�・�急�性�腎�不�全�・�多�臓�器�不�全�，�破�傷�風�

・�骨�折�に�伴�う�脂�肪�塞�栓�症� な�ど�

外�因�と�死�亡�と�の�間�に�少�し�で�も�因�果�関�係�の�疑�い�の�あ�る�も�の�．�

外�因�と�死�亡�と�の�因�果�関�係�が�明�ら�か�で�な�い�も�の�．�

・�注�射�・�麻�酔�・�手�術�・�検�査�・�分�娩�な�ど�あ�ら�ゆ�る�診�療�行�為�中�，�ま�た�は�診�療�行�為�の�比�較�的�直�後�に�お�け�る�予�期�し�な�い�死�亡�．�

・�診�療�行�為�自�体�が�関�与�し�て�い�る�可�能�性�の�あ�る�死�亡�．�

・�診�療�行�為�中�ま�た�は�比�較�的�直�後�の�急�死�で�，�死�因�が�不�明�の�場�合�．�

・�診�療�行�為�の�過�誤�や�過�失�の�有�無�を�問�わ�な�い�．�

( 1) 死�体�と�し�て�発�見�さ�れ�た�場�合�．�

(2) 一�見�健�康�に�生�活�し�て�い�た�ひ�と�の�予�期�し�な�い�急�死�．�

(3) 初�診�患�者�が�，�受�診�後�ご�く�短�時�間�で�死�因�と�な�る�傷�病�が�診�断�で�き�な�い�ま�ま�死�亡�し�た�場�合�．�

( 4) 医�療�機�関�へ�の�受�診�歴�が�あ�っ�て�も�，�そ�の�疾�病�に�よ�り�死�亡�し�た�と�は�診�断�で�き�な�い�場�合�（�最�終�診�療�後�24 時�間�

以�内�の�死�亡�で�あ�っ�て�も�、�診�断�さ�れ�て�い�る�疾�病�に�よ�り�死�亡�し�た�と�は�診�断�で�き�な�い�場�合�）�．�

(5) そ�の�他�、�死�因�が�不�明�な�場�合�．�

病�死�か�外�因�死�か�不�明�の�場�合�．�

平成（年）� 9 10 11 12  13 14  16 

法医解剖数� 125 104 157 9 40  105 150 13

15

129 1
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兼
子
医
学
部
長
よ
り
、
新
時

代
の
先
取
り
を
め
ざ
す
弘
前
大

学
医
学
部
医
学
科
の
新
構
想
を

記
事
に
ま
と
め
て
ほ
し
い
旨
の

お
言
葉
が
あ
り
、
と
り
あ
え
ず

医
学
科
会
議
の
資
料
を
集
約
し

て
み
ま
し
た
。
ま
と
め
て
み
る

と
大
改
革
を
断
行
し
つ
つ
あ
る

医
学
科
の
強
い
姿
勢
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。
し
か
も
、

い
ず
れ
も
夢
溢
れ
る
構
想
で
現

実
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
未
だ

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）

に
よ
る
手
直
し
部
分
が
残
る
点

や
、
理
解
不
充
分
の
所
が
あ
る

点
は
ご
容
赦
下
さ
い
。�

�

Ⅰ
、
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー�

　
泉
井
学
務
委
員
長
を
中
心
と

し
た
Ｗ
Ｇ
で
練
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
医
学
部
の
教
育
シ
ス
テ

ム
の
革
命
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
卒
前
・
卒
後
の
教
育

シ
ス
テ
ム
は
も
と
よ
り
、
行
政
、

地
域
医
療
の
各
機
関
と
も
連
携

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
教

育
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
も
繋
が
る
構
想
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

一
、
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨�

　
本
セ
ン
タ
ー
は
、
本
医
学
科

の
卒
前
・
卒
後
医
学
教
育
全
般

を
統
括
し
、
よ
り
良
い
医
学
教

育
を
実
践
す
る
た
め
に
必
要
な

事
柄
を
一
定
の
権
限
を
も
っ
て

実
施
す
る
。�

　
そ
の
た
め
に
、
本
学
の
医
学

教
育
の
主
た
る
到
達
点
を
、
こ

れ
ま
で
の
、
大
学
を
卒
業
さ
せ

る
（
医
師
国
家
試
験
受
験
資
格

の
獲
得
）
こ
と
か
ら
、
良
い
臨

床
医
を
育
成
す
る
こ
と
、
に
拡

大
さ
せ
、
卒
前
教
育
と
卒
後
の

臨
床
研
修
教
育
を
連
動
さ
せ
た

（
卒
前
卒
後
一
貫
教
育
）
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
策
定
、
指
導
体
制
の

整
備
を
行
い
、
効
果
的
な
教
育

を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

魅
力
的
な
医
学
部
・
卒
後
臨
床

研
修
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。�

二
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割�

　
卒
前
・
卒
後
一
貫
教
育
の
実

施
に
基
づ
き
、
医
学
科
学
務
委

員
会
と
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ

ー
の
役
割
を
、
両
者
の
連
携
を

考
慮
し
つ
つ
、
実
施
す
る
（
構

成
図
）。�

【
補
足
説
明
】�

（
一
）
教
育
一
般�

　
こ
れ
ま
で
の
医
学
科
学
務
委

員
会
の
役
割
が
中
心
と
な
る
が
、

教
育
担
当
者
の
決
定
、
教
育
Ｆ

Ｄ
の
実
施
、
教
育
評
価
の
実
施
、

第
三
年
次
編
入
生
に
対
す
る
特

別
教
育
、
成
績
不
良
者
に
対
す

る
補
習
教
育
、
国
家
試
験
対
策

活
動
な
ど
を
行
う
。
こ
こ
で
の

基
本
姿
勢
は
、
学
生
一
人
一
人

の
勉
学
状
況
を
把
握
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
・
指

導
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。�

（
二
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
・
検

証�　
各
学
年
に
責
任
者
と
各
教
育

科
目
担
当
代
表
者
、
初
期
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
委
員
に
よ
る

卒
前
・
卒
後
一
貫
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。
さ
ら
に
、

実
施
さ
れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
有
用
性
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る
。�

（
三
）
臨
床
実
習
教
育
の
充
実
・

共
用
試
験�

　preSG
T

、O
SC
E

、SG
T

、
ク

リ
ニ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ
を

卒
後
臨
床
研
修
と
連
動
さ
せ
て
、

両
者
が
一
体
と
な
る
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
る
。
こ
こ
で
の
教
育
で

は
、
教
員
に
よ
る
教
育
・
指
導

の
他
に
、「
上
級
生
が
下
級
生
に

教
え
る
」「
上
級
生
の
研
修
の
あ

り
方
を
見
な
が
ら
実
習
に
臨
む
」

な
ど
、
学
生
│
研
修
医
の
連
携

に
よ
る
教
育
体
制
も
構
築
す
る
。�

（
四
）
地
域
医
療
教
育�

　
地
域
医
療
を
担
う
医
師
の
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
こ

れ
を
実
施
す
る
た
め
の
作
業
を

行
う
。
こ
れ
に
は
、
地
域
医
療

機
関
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、

そ
こ
で
実
施
さ
れ
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
連
動
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

成
果
を
検
証
し
、
改
善
し
て
い

く
た
め
に
各
地
域
医
療
機
関
お

よ
び
行
政
機
関
と
協
議
す
る
。�

（
五
）
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム�

　
学
部
教
育
と
一
貫
す
る
卒
後

臨
床
教
育
の
出
口
と
し
て
の
後

期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

行
政
お
よ
び
地
域
医
療
機
関
と

密
接
に
連
携
し
て
、
専
門
医
教

育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特

に
青
森
県
の
医
療
の
質
的
向
上
、

機
能
的
連
携
を
推
進
す
る
中
核

的
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
望
ま

れ
る
。
ま
た
、
医
師
に
対
す
る

生
涯
教
育
の
機
会
を
提
供
す
べ

く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
策
定
を

検
討
す
る
。�

三
、
セ
ン
タ
ー
の
教
員
組
織�

セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
、
併
任
）�

学
部
教
育
部
門�

部
門
長
（
教
授
、
併
任
）�

教
育
一
般
担
当
（
十
名
程
度
）�

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
担
当
（
十
二

名
程
度
）�

臨
床
実
習
担
当
（
八
名
程
度
）�

共
用
試
験
（C

B
T

、O
SC
E

）

担
当
（
八
名
程
度
）�

地
域
医
療
教
育
担
当
（
八
名

程
度
）�

�

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
（
卒

後
教
育
部
門
）�

セ
ン
タ
ー
長
（
教
授
、
併
任
）�

初
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

（
十
二
名
程
度
）�

学
部
学
生
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム

担
当
（
六
名
程
度
）�

地
域
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

（
八
名
程
度
）�

後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

（
八
名
程
度
）�

Ⅳ
、
セ
ン
タ
ー
の
事
務
組
織�

発
足
時
点
で
は
、
学
務
課
職
員

一
名
を
専
任
に
あ
て
、
必
要
に

応
じ
て
随
時
、
他
の
学
務
課
職

員
が
対
応
す
る
。�
�

Ⅱ
、
高
度
先
進
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー�

　
伊
藤
委
員
長
を
中
心
と
す
る

Ｗ
Ｇ
に
よ
る
構
想
で
す
。
医
学

科
が
（
財
）
弘
仁
会
よ
り
譲
り

受
け
た
　
箱
も
の
　
を
最
大
限

に
活
用
し
、
世
界
に
発
信
で
き

る
仕
事
を
輩
出
す
る
研
究
セ
ン

タ
ー
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
Ｃ
Ｏ
Ｅ
水
準
の
研
究
グ
ル

ー
プ
へ
は
時
限
で
は
あ
り
ま
す

が
助
手
の
ポ
ス
ト
が
つ
く
と
の

こ
と
。
既
に
脳
研
究
グ
ル
ー
プ
、

糖
鎖
研
究
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上

げ
ら
れ
、
癌
診
療
・
研
究
グ
ル

ー
プ
、
移
植
診
療
・
研
究
グ
ル

ー
プ
が
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
弘
前
大
学
の
医
学
研
究

飛
躍
の
た
め
に
ぜ
ひ
進
め
て
ほ

し
い
セ
ン
タ
ー
構
想
事
業
で
す
。�

一
、
高
度
先
進
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
基
本
構
想�

（
一
）
は
じ
め
に�

　
平
成
十
三
年
ま
で
（
株
）
糖

鎖
工
学
研
究
所
が
借
用
し
て
い

た
（
財
）
弘
仁
会
所
有
の
建
物

が
弘
前
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。

当
医
学
科
に
お
け
る
共
通
の
遺

伝
子
実
験
施
設
と
し
て
は
、
附

属
脳
神
経
血
管
病
態
研
究
施
設
・

細
胞
工
学
部
門
が
実
質
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、

細
胞
工
学
部
門
は
、
医
学
科
共

通
施
設
と
し
て
の
性
格
の
も
の

で
あ
る
た
め
、
旧
脳
神
経
疾
患

研
究
施
設
外
部
評
価
に
お
い
て

も
「
研
究
施
設
の
一
部
門
と
し

て
十
分
機
能
し
て
い
な
い
」
と

の
指
摘
が
あ
っ
た
。
細
胞
工
学

部
門
は
平
成
十
七
年
三
月
で
廃

止
し
、
脳
神
経
血
管
病
態
研
究

施
設
の
細
胞
工
学
部
門
を
除
く

す
べ
て
の
研
究
部
門
が
一
つ
の

建
物
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
一
方
、
細
胞
工
学
部

門
が
担
っ
て
き
た
医
学
科
の
共

通
遺
伝
子
実
験
施
設
と
し
て
の

役
割
を
旧
糖
鎖
工
学
研
究
所
に

移
転
し
、
さ
ら
に
発
展
的
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
上
の
背
景
の
下
に
、
高
度
先

進
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
構
想

（
案
）
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、

以
下
の
基
本
構
想
を
提
案
す
る
。�

（
二
）
高
度
先
進
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
役
割�

　
高
度
先
進
医
学
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
分
子
生
物
学
を
基
盤
と

す
る
基
礎
医
学
と
臨
床
医
学
の

融
合
的
研
究
を
目
指
す
。
具
体

的
に
は
、
以
下
の
三
つ
の
役
割

を
担
う
。�

ａ
、
研
究
部
門�

　
研
究
部
門
と
し
て
は
、
時
代

の
要
請
に
答
え
る
た
め
、
遺
伝

子
改
変
動
物
を
用
い
た
研
究
に

精
通
し
た
専
任
の
分
子
生
物
学

部
門
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
支
援

と
と
も
に
、
自
ら
の
研
究
を
行

う
た
め
、
教
授
一
名
、
助
教
授

一
名
、
助
手
二
名
の
教
員
四
名

の
人
員
を
配
置
す
る
。
し
か
し
、

旧
糖
鎖
工
学
研
究
所
の
ス
ペ
ー

ス
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
自

ら
の
研
究
は
脳
神
経
血
管
病
態

研
究
施
設
が
移
動
し
た
後
の
基

礎
研
究
棟
の
ス
ペ
ー
ス
で
主
に

行
う
。
学
部
教
育
に
は
原
則
し

て
携
わ
ら
ず
、
教
育
は
大
学
院

教
育
を
主
に
行
う
。
任
期
は
医

学
部
医
学
科
の
任
期
制
の
原
則

に
従
う
。�

ｂ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
研
究
施

設�　
弘
前
大
学
医
学
部
で
育
っ
て

い
る
有
望
な
研
究
分
野
に
実
験

室
ス
ペ
ー
ス
と
研
究
部
門
に
よ

る
研
究
支
援
を
与
え
、
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
研
究
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
す
。
旧
糖
鎖
工

学
研
究
所
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型

研
究
施
設
と
し
て
運
用
す
る
。

セ
ン
タ
ー
内
に
評
価
委
員
会
を

設
置
し
、
参
加
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
期
間
を
区
切
り
、
前
後

で
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
験
施
設
の
効
率
的
な
運
用
を

図
る
。
参
加
す
る
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
科
学
研
究
費
な
ど

外
部
資
金
が
導
入
さ
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
ま
た
、

今
後
、
当
医
学
科
に
お
い
て
計

画
さ
れ
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
う
た
め
に
は
、
既
存
の
施

設
で
は
充
分
に
活
動
で
き
な
い

状
況
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ

の
施
設
を
レ
ン
タ
ル
ラ
ボ
と
し

て
利
用
し
、
研
究
の
効
率
化
と

高
度
化
を
支
援
す
る
。�

ｃ
、
共
通
研
究
ス
ペ
ー
ス�

　
分
光
光
度
計
、
超
遠
心
機
、

光
学
顕
微
鏡
な
ど
共
通
機
器
を

使
用
す
る
た
め
の
研
究
ス
ペ
ー

ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
将

来
、
先
進
的
な
解
析
機
器
を
導

入
し
、
研
究
の
高
度
化
、
効
率

化
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
す
る

の
が
望
ま
し
い
。�

（
三
）
管
理
・
運
営�

　
運
営
委
員
会
を
設
け
、
管
理
・

運
営
に
当
た
る
。
専
任
の
研
究

部
門
に
加
え
、
事
務
職
員
と
技

術
員
の
配
置
が
望
ま
れ
る
。
旧

糖
鎖
工
学
研
究
所
は
、
暖
房
は

ボ
イ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
特
に
免
許
取
得
者
の
配
置

の
必
要
は
な
く
、
戸
締
り
な
ど

も
含
め
て
専
属
の
教
員
、
事
務

員
と
技
術
員
が
配
置
さ
れ
る
こ

と
で
十
分
対
応
で
き
き
る
。
年

間
の
使
用
料
を
徴
収
し
、
維
持

費
用
の
一
部
に
当
て
る
の
が
適

当
と
思
わ
れ
る
。�

（
四
）
高
度
先
進
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
機
構�

　
将
来
、
臨
床
研
究
棟
の
中
研

部
門
と
連
携
し
、
本
セ
ン
タ
ー

をM
edical R

esearch C
enter

に

発
展
さ
せ
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
、
高
度
先
進
医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
機
構
と
い
う
形
で
発
足
す

る
。�

二
、
今
後
の
予
定�

　
平
成
十
七
年
四
月
ま
で
に
は
、

旧
糖
鎖
工
学
研
究
所
に
細
胞
工

学
部
門
の
機
能
を
移
動
し
、
高

度
先
進
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を

可
及
的
速
や
か
に
発
足
す
る
。

移
動
に
際
し
て
、
現
在
、
細
胞

工
学
部
門
で
展
開
し
て
い
る
研

究
を
継
続
す
る
。
研
究
部
門
の

設
立
が
完
了
す
る
ま
で
は
暫
定

的
な
規
則
を
制
定
す
る
必
要
が

あ
る
。�

�

Ⅲ
、
医
学
部
附
属
病
院�

　
附
属
病
院
で
は
、
晴
れ
て
研

修
医
の
宿
泊
施
設
（
旧
看
護
師

寮
）
が
新
装
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
研
修
医
の
呼
び
込
み
も
一

層
力
を
入
れ
易
く
な
り
ま
し
た

（
加
藤
博
之
教
授
　
念
願
の
研
修

医
宿
舎
つ
い
に
完
成
、
を
ご
覧

下
さ
い
）。
加
え
て
、
附
属
病
院

に
は
新
た
に
神
経
内
科
が
出
来

る
予
定
で
す
。
棟
方
病
院
長
の

指
導
の
下
、
立
体
駐
車
場
に
引

き
続
い
て
新
外
来
棟
と
な
る　
二

つ
の
近
代
的
ビ
ル
　
の
新
築
が

現
実
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
追
い
風
は
、
前
期
・
後

期
の
研
修
医
の
残
存
率
を
高
め

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、

と
り
も
な
お
さ
ず
地
域
医
療
の

充
実
に
繋
が
り
ま
す
。
集
ま
っ

た
若
い
力
が
次
世
代
の
発
展
の

基
礎
を
築
い
て
く
れ
る
も
の
と

信
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。�
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二
〇
〇
三
年
五
月
か
ら
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
で
研
究
留
学
を
す

る
機
会
を
い
た
だ
き
、
早
い
も

の
で
ア
メ
リ
カ
で
の
留
学
生
活

も
も
う
す
ぐ
二
年
に
な
り
ま
す
。

当
初
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ

ス
ト
ン
大
学
医
学
部
人
類
遺
伝

学
セ
ン
タ
ー
分
子
血
液
学
部
門

で
留
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に

研
究
室
自
体
が
ジ
ョ
ー
ジ
ア
医

科
大
学
分
子
医
学
遺
伝
学
研
究

所
に
移
動
し
、
現
在
は
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
オ
ー
ガ
ス
タ
市
で
研
究

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。�

　
私
が
最
初
に
留
学
し
た
ボ
ス

ト
ン
大
学
は
、
そ
の
名
の
通
り

ア
メ
リ
カ
独
立
の
舞
台
と
な
っ

た
歴
史
的
な
街
、
ボ
ス
ト
ン
に

あ
り
ま
す
。
ボ
ス
ト
ン
は
世
界

的
に
も
有
名
な
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
、
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
な
ど

を
有
す
る
文
化
、
芸
術
の
街
で

も
あ
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学

を
は
じ
め
と
し
て
、
六
十
以
上

の
大
学
が
存
在
す
る
学
園
都
市

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ス
ト
ン
大
学
は
一
八
三
九
年

創
立
の
総
合
私
立
大
学
で
、
全

米
一
の
海
外
留
学
生
数
を
誇
り
、

一
八
七
五
年
に
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ

ル
が
電
話
機
を
発
明
し
た
大
学

と
し
て
も
有
名
で
す
。
医
学
部

以
外
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
チ

ャ
ー
ル
ズ
リ
バ
ー
沿
い
に

あ
る
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス

な
の
で
す
が
、
医
学
部
だ

け
は
非
常
に
治
安
の
悪
い

サ
ウ
ス
エ
ン
ド
と
呼
ば
れ

る
地
区
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
ボ
ス
ト
ン
に
い
た
約

十
か
月
の
間
に
も
、
医
学

部
の
近
く
で
発
砲
に
よ
る

殺
人
事
件
が
二
件
あ
り
ま

し
た
。
夜
の
九
時
、
十
時

に
人
気
の
な
い
バ
ス
停
で

何
十
分
も
バ
ス
を
待
つ
の

は
非
常
に
恐
い
も
の
で
し

た
。
現
在
留
学
生
活
を
送

っ
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

オ
ー
ガ
ス
タ
市
は
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
南
東
に
位

置
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
第

二
の
都
市
で
、
州
都
の
ア

ト
ラ
ン
タ
か
ら
は
車
で
約

二
時
間
半
の
距
離
に
あ
り

ま
す
。
ゴ
ル
フ
の
マ
ス
タ

ー
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
街
と
し
て
有
名

で
す
。
昨
年
は
ハ
リ
ケ
ー

ン
の
直
撃
は
免
れ
ま
し
た

が
、
南
部
特
有
の
バ
ケ
ツ

の
水
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

よ
う
な
豪
快
な
サ
ン
ダ
ー
ス
ト

ー
ム
を
度
々
経
験
し
ま
し
た
。

車
の
運
転
中
に
は
前
が
ほ
と
ん

ど
見
え
な
く
な
る
の
で
す
が
、

そ
の
都
度
な
ぜ
か
津
軽
平
野
の

地
吹
雪
を
連
想
し
て
し
ま
い
ま

す
。�

　
私
が
留
学
し
て
い
る
研
究
室

は
日
本
人
の
活
田
融
先
生
が
主

宰
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
日
本

人
の
ポ
ス
ド
ク
三
人
、
中
国
人

の
ポ
ス
ド
ク
一
人
、
日
本
人
の

研
究
助
手
一
人
、
ア
メ
リ
カ
人

の
大
学
院
生
一
人
が
働
い
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
構
成
で
す

の
で
自
然
と
公
用
語
は
日
本
語

と
な
り
、
残
念
な
が
ら
私
の
英

語
は
留
学
当
初
か
ら
ほ
と
ん
ど

進
歩
が
あ
り
ま
せ
ん
（
日
本
語

の
標
準
語
も
ま
だ
マ
ス
タ
ー
で

き
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
当
然
と

言
え
ば
当
然
で
す
が
）。
活
田
先

生
は
「
努
力
し
な
い
も
の
、
結

果
を
だ
せ
な
い
者
は
ク
ビ
」
と

い
う
方
針
で
、
実
際
に
こ
こ
二

年
で
数
人
が
ク
ビ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
も
一
時
危
う
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
今

ま
で
継
続
で
き
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
他

の
研
究
室
の
人
達
が
帰
っ
た
後

も
私
達
の
研
究
室
だ
け
は
毎
日

遅
く
ま
で
働
い
て
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
週
末
も

働
き
、
長
期
の
休
暇
を
取
る
人

も
い
ま
せ
ん
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
見
か
け
る
よ
う
な
優
雅
な
留

学
生
活
と
は
完
全
に
か
け
離
れ

て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
勉

強
に
来
て
い
る
わ
け
で
す
の
で
、

限
ら
れ
た
時
間
の
ほ
と
ん
ど
を

研
究
に
捧
げ
ら
れ
て
、
自
分
は

大
変
幸
運
だ
と
思
っ
て
（
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
）
い
ま
す
。�

　
こ
の
研
究
室
で
は
、

主
に
難
治
性
の
先
天
性

溶
血
性
貧
血
の
新
し
い

治
療
法
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
ま
す
。
前
教
授

の
故
横
山
　
先
生
、
現

教
授
の
伊
藤
悦
朗
先
生

と
も
に
赤
血
球
の
研
究

を
専
門
と
さ
れ
て
お
り
、

大
学
院
生
時
代
に
両
先

生
か
ら
研
究
の
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
た
私

に
と
っ
て
、
こ
の
研
究

室
へ
の
留
学
は
非
常
に

魅
力
的
な
お
話
で
し
た
。

現
在
は
、
主
に
成
人
型

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
構
成

成
分
で
あ
る
β
グ
ロ
ビ

ン
の
先
天
的
異
常
に
由

来
す
る
重
篤
な
先
天
性

溶
血
性
貧
血
（
鎌
状
赤

血
球
症
、
β
サ
ラ
セ
ミ

ア
な
ど
）
に
対
す
る
、

サ
イ
ク
リ
ッ
クA

M
P

、

サ
イ
ク
リ
ッ
ク

G
M
P

経
路
を
介

し
た
胎
児
型
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
誘
導
療

法
に
焦
点
を
当
て

て
研
究
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
で

は
、
異
常
な
β
グ
ロ
ビ

ン
の
か
わ
り
に
γ
グ
ロ

ビ
ン
の
発
現
を
誘
導
す

る
こ
と
に
よ
り
、
症
状

の
緩
和
、
予
後
の
改
善

が
得
ら
れ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
患
者

数
が
世
界
で
百
五
十
万

人
以
上
と
非
常
に
多
い

こ
と
、
重
篤
で
予
後
が

悪
い
こ
と
、
有
効
な
治
療
が
輸

血
以
外
に
な
い
こ
と
、
低
所
得

層
の
患
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
、

骨
髄
移
植
、
遺
伝
子
治
療
な
ど

の
新
し
い
治
療
が
医
学
的
に
も

経
済
的
に
も
す
ぐ
に
は
治
療
の

中
心
に
な
り
得
な
い
こ
と
な
ど

を
背
景
と
し
て
、
安
価
で
安
全

な
薬
剤
に
よ
り
非
常
に
多
く
の

患
者
さ
ん
が
恩
恵
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
治
療
法
と
し
て
世

界
的
に
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
の
担
当
は
、
赤
血
球

特
異
的
に
サ
イ
ク
リ
ッ
クG

M
P

経
路
を
活
性
化
さ
せ
た
遺
伝
子

改
変
マ
ウ
ス
を
作
成
し
、
各
種

グ
ロ
ビ
ン
遺
伝
子
の
発
現
に
お

け
る
サ
イ
ク
リ
ッ
クG

M
P

経
路

の
役
割
をin vivo

で
解
析
す
る

こ
と
で
す
。
何
と
か
目
的
の
マ

ウ
ス
の
作
成
に
成
功
し
、
現
在

解
析
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。�

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
小

児
科
医
不
足
の
中
海
外
留
学
す

る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
伊
藤
教
授
を
は
じ
め
、
小

児
科
学
講
座
、
関
係
者
の
皆
様

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
弘
前
大
学
に
帰
っ
て
か
ら

も
臨
床
、
研
究
、
教
育
の
場
で

こ
ち
ら
で
の
経
験
を
活
か
せ
る

よ
う
に
、
残
り
の
留
学
生
活
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

　
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育
は
二

年
が
経
過
し
、
昨
年
度
よ
り
授

業
自
体
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育

に
対
し
て
は
、
弘
前
大
学
後
援

会
よ
り
ご
援
助
を
賜
り
、
学
生

研
修
室
二
室
に
電
子
黒
板
を
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
か
れ
た
文
字

が
そ
の
ま
ま
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

で
き
、
そ
れ
を
パ
ソ
コ
ン
に
入

れ
る
こ
と
も
可
能
な
優
れ
も
の

で
す
。
ま
た
、
医
学
科
図
書
委

員
会
か
ら
八
十
万
円
を
頂
戴
し
、

昨
年
度
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育

を
経
験
し
た
四
年
次
有
志
に
、

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
を
は
じ
め
医

学
教
育
に
関
す
る
図
書
を
選
定

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
教
員
と

学
生
が
一
体
と
な
っ
て
、
弘
前

大
学
医
学
部
医
学
科
の
教
育
に

即
し
た
魅
力
あ
る
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
教
育
の
改
善
に
向
け
、
さ

ら
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
チ

ュ
ー
タ
ー
の
希
望
者
の
減
少
が

顕
著
と
な
り
、
授
業
計
画
に
苦

労
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
方
の

益
々
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

二
、
優
秀
シ
ナ
リ
オ
の
表
彰�

　
第
七
ク
ー
ル
で
学
生
が
作
成

し
た
シ
ナ
リ
オ
を
チ
ュ
ー
ト
リ

ア
ル
教
育
実
施
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
評
価
を
行
い
、
十
八
編

を
推
薦
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
第

二
段
審
査
で
優
秀
シ
ナ
リ
オ
三

編
を
選
び
ま
し
た
。�

　
青
森
医
学
振
興
会
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
二
月
二
十
四
日

医
学
部
長
室
に
お
い
て
、
兼
子

　
直
医
学
部
長
か
ら
優
秀
シ
ナ

リ
オ
作
者
に
図
書
券
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
兼
子
医
学

部
長
か
ら
、
学
生
に
励
ま
し
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
馬
渡
君
が
代
表

し
、
感
謝
の
言
葉
と
こ
れ
か
ら

の
精
進
を
誓
い
ま
し
た
。
学
生

が
作
成
し
た
シ
ナ
リ
オ
の
中
に

は
教
員
が
作
成
し
た
シ
ナ
リ
オ

に
負
け
ず
と
も
劣
ら
な
い
シ
ナ

リ
オ
が
多
く
あ
り
、
一
年
間
の

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
授
業
の
成
果

の
た
ま
も
の
と
、
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

シ
ナ
リ
オ
は
早
速
、
来
年
度
の

後
輩
の
教
育
の
た
め
に
役
に
立

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。�

　
昨
年
度
作
成
さ
れ
た
シ
ナ
リ

オ
に
つ
い
て
も
す
で
に
今
年
度
、

柄
澤
麻
里
子
さ
ん
（
甲
状
腺
機

能
低
下
）、
佐
藤
文
織
君
（
熱
中

症
）、
澤
田
匡
宏
君
（
子
宮
頸
ガ

ン
）、
中
村
香
織
さ
ん
（
過
敏
性

腸
疾
患
）、
マ
ニ
ワ
ケ
イ
イ
チ
ロ

ウ
君
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
の
五
編
を

使
用
し
ま
し
た
。
先
輩
の
成
果

が
後
輩
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
、

教
育
効
果
と
し
て
重
要
な
こ
と

で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
学

生
諸
君
の
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

●
シ
ナ
リ
オ
優
秀
賞
（
五
十
音
順
）�

�

岡
本
　
哲
平
君�

　「
○
○
○
○
さ
ん
65
歳
は
山
口
県
岩
国
市
に
住
む
、
散
歩
と
庭
い
じ
り
が
趣
味
の
…
」�

�

工
藤
加
奈
子
さ
ん�

　「
○
○
○
○
さ
ん
は
25
歳
で
、現
在
妊
娠
２
ヶ
月
で
す
。初
め
て
の
子
供
に
喜
ん
で
い
た
の
も
つ
か
の
間
…
」�

�

馬
渡
　
晃
弘
君�

　「
27
歳
の
○
○
さ
ん
は
、
働
き
盛
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
仕
事
に
追
わ
れ
る
忙
し
い
生
活
を
…
」�
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学
生
生
活
最
後
の
夏
、
三
沢

空
軍
基
地
内
の
病
院
で
五
年
生

の
室
田
敦
子
さ
ん
と
と
も
に
二

週
間
研
修
を
し
て
き
ま
し
た
。

志
望
し
た
の
は
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
英
語
の
勉
強
が
好
き
で
ず

っ
と
続
け
て
い
た
の
で
自
分
の

英
語
力
を
試
し
て
み
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。
も
う
一
つ
の
理
由

は
、
ふ
だ
ん
引
っ
込
み
思
案
な

の
で
「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
」
と
思
い
、
敢
え
て
慣
れ
な

い
環
境
に
飛
び
込
ん
で
み
た
か

っ
た
た
め
で
す
。�

　
研
修
の
内
容
は
、
主
に

Fam
ily C
linic

で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
を
見
学
す
る
と
い
う
も
の

で
、
他
に
も
外
科
手
術
や
分
娩

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

Ｘ
線
写
真
の
読
影
に
つ
い
て
レ

ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。�

　
日
本
の
病
院
の
外
来
風
景
と

違
う
点
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
驚
い
た

の
は
、
患
者
さ
ん
を
診
察
・
診

断
す
る
の
は
医
師
（physician

）

だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。Physician 

assistant

と
い

う
職
種
の
人
は
あ
ま
り
専
門
的

知
識
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
な

疾
患
に
対
し
て
、n

u
r
s
e
 

p
ra
c
titio

n
e
r

と
い
う
職
種            

（nurse

と
も
ま
た
違
う
の
で
す
）

は
看
護
学
の
立
場
か
ら
患
者
さ

ん
に
接
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら

は
お
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
診

療
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
具

合
の
悪
い
患
者
さ
ん
を
い
た
わ

り
な
が
ら
、
ち
び
っ
子
を
あ
や

し
な
が
ら
、
こ
の
わ
た
し
に
で

も
わ
か
る
く
ら
い
の
シ
ン
プ
ル

な
言
葉
で
説
明
を
し
て
い
た
の

が
印
象
的
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

職
種
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
混
在

し
て
い
る
せ
い
か
、C

linic
の

雰
囲
気
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、

患
者
さ
ん
た
ち
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
様
子
で
し
た
（
日
本
で
は

威
圧
的
で
無
愛
想
な
お
医
者
さ

ん
が
ま
だ
ま
だ
多
い
で
す
よ

ね
？
）。�

　
研
修
中
は
見
学
す
る
だ
け
で

な
く
、
患
者
さ
ん
の
触
診
や
筋

肉
注
射
、
手
術
の
助
手
な
ど
も

や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
妊

婦
さ
ん
の
触
診
で
は
、
大
学
の

実
習
で
学
ん
だ
は
ず
な
の
に
や

り
方
を
忘
れ
て
お
り
、
せ
っ
か

く
「
や
っ
て
ご
ら
ん
」
と
言
っ

て
も
ら
え
た
の
に
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
悔
し
く
、
こ
れ
ま
で

の
自
分
の
勉
強
の
し
か
た
が
い

か
に
ア
タ
マ
の
中
だ
け
の
も
の

だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
、
反
省
し
ま
し
た
。�

　
ド
ク
タ
ー
の
中
に
は
子
育
て

中
の
女
医
さ
ん
が
何
人
か
い
た

の
で
、
ど
ん
な
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
か
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
ど
の
女
医
さ
ん

も
、
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
子

ど
も
と
の
時
間
を
大
切
に
し
、

何
よ
り
ダ
ン
ナ
さ
ん
の
大
き
な

協
力
を
得
て
い
る
点
が
共
通
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
父
さ

ん
が
一
人
で
病
気
の
子
ど
も
を

clinic

に
連
れ
て
く
る
と
い
う
光

景
も
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
基

地
の
中
で
は
夫
婦
共
働
き
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
民
間

の
夫
婦
に
比
べ
て
協
力
的
な
男

性
が
特
に
多
い
の
だ
そ
う
で
す

が
、
そ
れ
で
も
そ
こ
は
ア
メ
リ

カ
人
と
し
て
の
特
性
な
の
か
な
、

と
思
い
ま
し
た
。
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
見
習
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。�

　
わ
た
し
の
英
語
力
は
か
な
り

ひ
ど
い
も
の
で
し
た
が
、
忙
し

い
の
に
辛
抱
強
く
聞
い
て
く
だ

さ
り
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
く

れ
た
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、

お
姉
さ
ん
の
よ
う
に
わ
た
し
を

励
ま
し
続
け
て
く
れ
た
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
のJody

、
研
修
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

た
若
林
孝
一
先
生
、
一
緒
に
サ

バ
イ
バ
ル
し
た
室
田
さ
ん
、本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
基
地
で
の
エ
ク
ス
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
、
基
地
内
で
の
病
院
実

習
に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の

ご
夫
婦
（
小
児
心
理
学
者
の
ジ

ョ
ー
ジ
と
小
学
校
の
先
生
の
ロ

ー
ラ
）
の
お
宅
に
、
二
週
間
お

世
話
に
な
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
つ
い
た
、

大
変
贅
沢
な
も
の
で
し
た
。
私

に
は
こ
の
先
な
か
な
か
持
つ
こ

と
の
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
貴
重

な
体
験
、
素
敵
な
出
会
い
を
た

く
さ
ん
す
る
こ
と
が
で
き
、
た

っ
た
二
週
間
で
し
た
が
一
生
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
二
週
間

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。�

　
一
日
の
流
れ
。
基
地
の
外
に

あ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お

宅
か
ら
、
毎
朝
車
で
基
地
内
の

病
院
へ
む
か
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト

の
両
側
に
立
つ
銃
を
持
っ
た
軍

関
係
の
方
や
、
病
院
内
の
迷
彩

服
姿
の
ド
ク
タ
ー
た
ち
に
、
初

め
は
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
午

前
中
は
、
小
児
科
の
ド
ク
タ
ー

に
つ
い
て
、
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
赤
ち
ゃ
ん
の
診
察
を
し
ま
す
。

日
本
と
違
っ
て
、
同
じ
ア
メ
リ

カ
人
の
子
供
で
も
、
チ
ャ
イ
ニ

ー
ズ
系
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
系
、

メ
キ
シ
コ
系
・
・
と
、
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
の
外
見
が
ず
い
ぶ

ん
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
一

通
り
の
回
診
を
終
え
た
後
は
、

小
児
科
医
や
家
庭
医
（Fam

ily 
Practitioner

）
の
外
来
診
察
を

主
と
し
て
、
そ
の
他
手
術
に
入

っ
た
り
、
お
産
に
立
ち
あ
っ
た

り
、
皮
膚
科
や
放
射
線
科
、
整

形
外
科
、
と
い
っ
た
専
門
の
ド

ク
タ
ー
に
説
明
を
し
て
も
ら
う

日
も
あ
り
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー

も
ナ
ー
ス
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

は
み
な
私
に
と
て
も
親
切
に
接

し
て
く
だ
さ
り
、
英
語
と
言
う

言
葉
の
壁
か
ら
く
る
不
安
は
、

そ
う
い
っ
た
環
境
で
と
て
も
軽

く
な
っ
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

と
は
い
え
、
わ
か
っ
た
振
り
を

す
る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
し
た

が
。
一
通
り
の
実
習
を
終
え
、

五
時
ご
ろ
家
に
帰
宅
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ジ
ョ
ー
ジ
と
夕

飯
の
支
度
を
し
、
夕
飯
の
時
間

は
ロ
ー
ラ
と
三
人
で
本
当
に
様
々

な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
お
互

い
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
の
話

か
ら
、
家
族
の
こ
と
、
恋
愛
話
、

将
来
の
こ
と
な
ど
な
ど
。
週
末

に
は
、
基
地
の
人
た
ち
が
、
十

和
田
の
お
祭
り
で
お
み
こ
し
を

か
つ
ぐ
と
い
う
国
際
交
流
の
企

画
に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

と
も
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

お
み
こ
し
と
は
な
ん
だ
？
と
い

う
質
問
に
す
ら
ま
と
も
に
答
え

ら
れ
ず
、
一
緒
に
な
っ
て
十
和

田
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
説
明
に

聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
基
地
内
の
お
宅
で
開

か
れ
た
、「B

aby 
show

er

」
と

い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
パ
ー
テ
ィ
に

参
加
し
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

担
当
し
て
く
れ
た
二
児
の
マ
マ

兼
内
科
医
の
ニ
ッ
キ
ー
と
、
ガ

レ
ー
ジ
セ
ー
ル
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
出
か
け
た
り
、
花
火
大
会

を
見
に
い
っ
た
り
と
、
病
院
内

で
の
実
習
だ
け
で
な
く
、
本
当

に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
二

週
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。�

　
こ
こ
で
、
二
週
間
を
通
じ
て
、

感
じ
た
こ
と
を
い
く
つ
か
書
き

た
い
と
思
い
ま
す
。�

①
ド
ク
タ
ー
や
ナ
ー
ス
の
患
者

さ
ん
へ
の
説
明
が
、
と
に
か

く
論
理
的
か
つ
、
丁
寧
で
、

ま
さ
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
患
者
さ
ん
に
勧
め

る
場
面
な
ど
は
、
非
常
に
新

鮮
で
あ
っ
た
。�

②
家
庭
医
の
存
在
が
日
常
的
で

あ
り
、
ま
た
日
本
の
開
業
医

と
比
較
し
て
、
整
形
外
科
・

皮
膚
科
・
産
婦
人
科
の
領
域

も
浅
く
広
く
カ
バ
ー
す
る
訓

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）�

　
二
〇
〇
四
年
八
月
二
日
（
月
）

曇
り
。
約
一
ヶ
月
の
テ
ス
ト
期

間
を
終
え
、
息
つ
く
暇
も
無
い

ま
ま
、
憧
れ
の
三
沢
米
軍
基
地

に
向
け
て
出
発
し
た
。

元
々
大
し
て
英
語
が

得
意
で
も
な
い
上
、

医
学
知
識
も
危
う
い
。

三
沢
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
事
と
言
え
ば
、

空
軍
基
地
で
あ
り
、

私
達
学
生
の
面
倒
を

見
て
く
だ
さ
る
の
は

D
r.Johnsonw

all

と

お
っ
し
ゃ
る
女
性
医

師
で
、M

r.Farm
er

と
い
う
方
の
お
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ

て
も
ら
え
る
と
い
う

こ
と
く
ら
い
で
あ
っ

た
。
不
安
い
っ
ぱ
い

の
中
、
せ
め
て
も
の
救
い
は
頼

り
に
な
る
先
輩
の
塩
谷
さ
ん
と

一
緒
に
実
習
で
き
る
と
い
う
こ

と
。
同
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
若

林
教
授
に
励
ま
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
の
旅
路
で
あ
っ
た
。�

　
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

と
う
と
う
米
軍
基
地
の
ゲ
ー
ト

に
到
着
。
軍
服
姿
の
警
備
兵
と

思
し
き
人
が
複
数
立
っ
て
い
る

物
々
し
い
雰
囲
気
。
我
々
一
同

に
緊
張
が
走
り
、
若
林
教
授
が

さ
っ
そ
う
と
話
し
掛
け
る
。「

H
ello, m

y nam
e is ...

」　「
あ
、

日
本
語
で
大
丈
夫
で
す
よ
。」
と

警
備
の
人
。
な
ん
だ
、
日
本
人

じ
ゃ
ん
、
と
拍
子
抜
け
。（
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
三
沢
米
軍
基
地

の
敷
地
内
に
は
航
空
自
衛
隊
三

沢
基
地
が
位
置
し
、
更
に
は
三

沢
空
港
（
空
港
の
出
入
り
口
は

別
）
が
飛
行
場
を
共
有
し
て
い

る
の
だ
。）
私
た
ち
を
最
初
に
迎

え
て
く
れ
た
の
はL

ieutenant 
co
lo
n
el

（
中
佐
）
で
病
院
の

C
hief

、D
r. Johnson

と
い
う
大

そ
う
な
肩
書
き
と
は
か
け
離
れ

た
気
の
良
さ
そ
う
な
初
老
の
男

性
で
あ
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
と
し

た
わ
か
り
や
す
い
英
語
で
院
内

を
案
内
し
て
く
だ
さ
り
、
ガ
チ

ガ
チ
に
固
ま
っ
て
い
た
私
の
心

を
解
き
解
し
て
く
れ
た
。
こ
ん

な
風
に
し
て
私
達
の
二
週
間
は

始
ま
っ
た
。�

　
こ
こ
で
は
か
な
り
実
践
的
な

実
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
。

聴
診
器
の
使
い
方
す
ら
も
わ
か

ら
な
い
状
態
の
私
に
と
っ
て
は

か
な
り
体
当
た
り
な
実
習
で
あ

っ
た
。
初
め
て
の
事
だ
ら
け
で

困
惑
の
連
続
で
あ
っ
た
し
、
言

葉
の
壁
も
大
き
く
て
、
文
字
通

り
「
顔
で
笑
っ
て
心
で
泣
い
て
」

の
毎
日
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
、

実
習
責
任
者
で
あ
るD

r. H
elen 

Johnsonw
all

（N
iki

）
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

が
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
事
が

で
き
た
。
こ
の
病
院
はPrim

ary 
C
are

主
体
で
あ
り
、
規
模
は
さ

ほ
ど
大
き
く
な
い
が
、D

octor

もN
urse

もT
echnician

も
誇

り
を
も
っ
て
生
き
生
き
と
仕
事

を
し
て
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。
外
来
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
医
師
に
な
っ
て
一
年
目

のO
phthalm

ologist

に
、「
ま

だ
医
師
に
な
り
た
て
で
、
患
者

さ
ん
と
接
す
る
の
に
不
安
に
な

っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
質
問
し
て
み
た
と
こ

ろ
、「
初
め
て
の
こ
と
は
緊
張
す

る
事
も
あ
る
け
れ
ど
、
自
分
が

M
ed. School

の
実
習
で
受
け
た

教
育
は
最
高
の
も
の
で
あ
る
か

ら
不
安
は
無
い
」
と
の
答
え
が
。

何
年
後
か
の
自
分
も
こ
う
言
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
と
思

っ
た
一
齣
で
あ
る
。N

ik
i

は

Internal M
edicine

の
医
師
で
ス

テ
キ
なP

ediatrician

の
夫
と

Julianne

とJerem
y

と
い
う
か

わ
い
ら
し
い
二
人
の
お
子
さ
ん

を
持
つ
、
医
師
と
し
て
も
女
性

と
し
て
も
立
派
な
方
で
あ
っ
た
。

医
学
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

家
庭
と
仕
事
の
両
立
の
仕
方
だ

と
か
、
女
性
医
師
と
し
て
の
視

点
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
け
た
し
、

家
で
ラ
ン
チ
を
ご
馳
走
に
な
っ

た
り
と
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
を

し
て
い
た
だ
け
た
の
は
あ
り
が

た
か
っ
た
。H

ost

のJim

は
家

族
思
い
で
熱
心
なC

hristian

で

あ
り
、
お
料
理
も
得
意
で
毎
朝

彼
の
作
っ
て
く
れ
る
ご
飯
を
い

た
だ
き
、
一
緒
に
ケ
ー
キ
を
作

っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
を

満
喫
さ
せ
て
く
れ
た
。
実
習
の

内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
に
様
々
な
人
た
ち
か
ら

受
け
た
刺
激
も
貴
重
な
の
も
で

あ
っ
た
。
最
終
日
に
は
塩
谷
さ

ん
の
お
陰
で
何
と
か
出
来
上
が

っ
た"Pediatric A

sthm
a"

に
つ

い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
て
い
た
だ

き
、
温
か
い
拍
手
を
い
た
だ
い

た
。N

iki

か
ら
手
紙
を
い
た
だ

い
た
時
は
感
動
の
あ
ま
り
二
人

で
泣
き
通
し
で
あ
っ
た
。「
ま
る

で
私
が
泣
か
せ
た
み
た
い
じ
ゃ

な
い
。」
な
ん
て
言
わ
れ
な
が
ら
。�

　
最
後
に
、
若
林
教
授
、
蔵
田

教
授
を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方
、

塩
谷
さ
ん
、3

5
th

　M
ed
ical 

G
roup, M

isaw
a A
ir B
ase

の
方
々

に
心
か
ら
お
礼
を
述
べ
た
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�
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所
感
　
洪
水
と
土
石
流
か
ら
四

日
目
に
し
て
よ
う
や
く
届
い
た

十
キ
ロ
の
米
袋
を
肩
に
担
ぎ
、

片
手
で
十
リ
ッ
ト
ル
の
水
ボ
ト

ル
を
も
ち
、
裸
足
で
山
の
よ
う

に
重
な
り
あ
っ
た
ラ
ワ
ン
の
違

法
伐
採
に
よ
る
流
木
を
よ
ろ
よ

ろ
と
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
く
女

性
や
子
ど
も
た
ち
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
陸
軍
の
救
助
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（
国
連
災
害
評

価
調
整
）
チ
ー
ム
と
共
に
、
違

法
伐
採
さ
れ
た
山
や
ま
を
眼
下

に
乗
り
込
み
、
初
め
て
目
の
当

た
り
に
し
た
最
も
被
害
の
大
き

な
地
域
、
ケ
ソ
ン
州
ナ
カ
ー
ル

の
被
災
民
の
光
景
で
あ
っ
た
。

十
一
月
中
旬
か
ら
十
二
月
に
か

け
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
三
つ
の
台

風
と
一
つ
の
熱
帯
低
気
圧
に
襲

わ
れ
、
死
者
九
百
三
十
九
名
、

負
傷
者
八
百
三
十
七
名
、
行
方

不
明
者
八
百
三
十
七
名
、
家
屋

倒
壊
九
万
四
千
四
百
七
十
七
世

帯
の
被
害
を
生
じ
た
。
特
に
東

沿
岸
地
方
の
ケ
ソ
ン
州
、
ア
ウ

ロ
ラ
州
で
は
情
報
と
交
通
が
各

地
で
遮
断
さ
れ
た
ま
ま
、
中
央

の
国
家
災
害
対
策
調
整
庁
や
保

健
省
も
被
災
状
況
を
�
み
か
ね

て
い
た
。
今
回
の
被
害
規
模
は
、

日
本
で
例
え
る
と
新
潟
中
越
地

震
規
模
の
自
然
災
害
が
各
県
に

同
時
に
発
生
し
た
と
い
っ
て
も

よ
い
。
広
範
囲
散
在
型
の
た
め

ア
ロ
ヨ
大
統
領
は
十
二
月
二
日

に
国
際
社
会
に
対
し
て
救
援
ア

ピ
ー
ル
を
出
し
た
。
十
二
月
三

日
に
日
本
政
府
は
テ
ン
ト
、
毛

布
、
発
電
機
、
大
工
セ
ッ
ト
、

簡
易
水
槽
な
ど
の
二
千
八
百
万

円
分
の
第
一
次
援
助
を
決
定
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
備
蓄
倉
庫
か
ら

輸
送
、
更
に
日
本
の
国
際
緊
急

援
助
隊
派
遣
も
含
め
て
、
被
災

地
の
ニ
ー
ズ
を
調
べ
る
た
め
、

我
々
三
名
の
調
査
団
を
派
遣
し

た
。
既
に
緊
急
援
助
隊
は
一
九

八
七
年
以
来
二
〇
〇
三
年
ま
で

に
六
十
二
回
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
当
然
医
療
チ
ー
ム
の
ニ

ー
ズ
が
あ
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
央
政
府

で
援
助
物
資
を
統
括
す
る
社
会

福
祉
省
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
は
せ
っ
か
く
早
期
に
届
け
ら

れ
た
日
本
か
ら
の
救
援
物
資
が

全
国
に
配
布
す
る
輸
送
手
段
が

極
端
に
不
足
し
て
い
る
実
態
だ

っ
た
。
実
動
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

一
国
で
十
一
機
し
か
な
く
、
し

か
も
燃
料
調
達
も
お
ぼ
つ
か
な

い
の
だ
。
ま
た
保
健
省
の
災
害

対
策
官
か
ら
は
、
被
災
か
ら
七

日
目
に
し
て
も
情
報
が
途
絶
し

て
な
お
全
国
の
保
健
医
療
分
野

の
被
害
状
況
が
�
み
き
れ
て
い

な
い
の
で
、
日
本
の
チ
ー
ム
が

来
て
く
れ
て
も
ど
こ
に
派
遣
し

て
い
い
も
の
か
助
言
で
き
か
ね

る
、
災
害
頻
発
国
の
対
応
策
と

し
て
自
前
で
育
成
し
て
き
た
各

地
の
緊
急
展
開
用
の
医
療
チ
ー

ム
で
す
ら
派
遣
す
る
輸
送
手
段

が
な
い
と
い
う
悲
痛
な
叫
び
で

あ
っ
た
。
大
規
模
災
害
を
調
整

す
る
国
家
災
害
調
整
評
議
会
か

ら
の
公
式
緊
急
要
請
の
第
一
位

は
食
糧
、
次
い
で
医
薬
品
供
給

と
水
の
浄
水
、
衛
生
環
境
支
援
、

そ
し
て
「
輸
送
・
通
信
手
段
の

支
援
」
で
あ
っ
た
。
各
地
を
駆

け
巡
り
保
健
医
療
人
材
の
不
足

が
無
い
か
調
べ
た
が
、
国
連
防

災
の
十
年
（
一
九
九
〇-

九
九
年
）

を
経
て
着
実
に
大
規
模
災
害
時

の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
が
出
来

上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
避
難
所
の
設
営
に
し
て
も
社

会
福
祉
省
の
係
官
と
地
域
保
健

補
助
師
（
バ
ラ
ン
ガ
イ
ヘ
ル
ス

ワ
ー
カ
ー
）
が
派
遣
さ
れ
、
体

調
を
崩
す
も
の
を
い
ち
早
く
医

療
設
備
の
整
っ
た
後
方
病
院
へ

搬
送
す
る
、
周
辺
の
医
療
施
設

は
そ
れ
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
と
い
う
リ
フ
ァ
レ
ル
シ
ス
テ

ム
が
機
能
し
て
い
た
。
そ
れ
な

ら
、
第
一
線
の
保
健
医
療
者
の

一
次
診
療
用
具
支
援
、
後
方
病

院
の
医
薬
品
支
援
、
マ
ラ
リ
ア

な
ど
の
疫
病
対
策
を
支
援
す
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
必
須
医

薬
品
、
マ
ラ
リ
ア
迅
速
診
断
キ

ッ
ト
な
ど
を
供
給
し
た
い
。
他

方
、
最
も
切
実
な
輸
送
手
段
、

特
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ニ
ー
ズ

は
各
所
で
聞
か
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
広
範
散
在
型
災
害
、
太
平

洋
の
島
嶼
地
域
で
の
自
然
災
害

で
は
非
常
に
需
要
が
高
い
と
切

実
に
感
じ
ら
れ
た
。
今
回
日
本

の
海
上
保
安
庁
の
「
し
き
し
ま
」

が
海
上
テ
ロ
対
策
協
議
の
た
め

た
ま
た
ま
マ
ニ
ラ
に
入
港
中
で

あ
っ
た
。
窮
地
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

政
府
は
「
し
き
し
ま
」
に
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
輸
送
協
力
を
求
め

た
が
、
天
候
不
順
、
土
地
不
案

内
な
ど
の
理
由
か
ら
海
保
は
応

え
き
れ
な
か
っ
た
と
言
う
。
ま

た
、
島
嶼
地
域
か
ら
の
情
報
が

遮
断
さ
れ
一
週
間
た
っ
て
も
被

害
の
全
容
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま

で
あ
っ
た
。「
輸
送
・
通
信
」
部

門
は
、
緊
急
援
助
隊
の
中
の
自

衛
隊
が
担
当
す
る
部
分
で
あ
る
。

帰
国
し
て
青
森
の
自
衛
隊
幹
部

の
方
々
か
ら
概
要
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
単
独
派
遣
、
複
合
派
遣

の
二
形
態
あ
り
、
医
療
援
助
隊
、

航
空
援
助
隊
、
給
水
援
助
隊
の

組
み
合
わ
せ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
大

規
模
派
遣
、
中
規
模
派
遣
と
枠

組
み
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
通
信
に
関
し
て
は
陸
幕
連

絡
班
九
名
が
指
名
さ
れ
て
い
る
。

彼
ら
も
要
請
が
あ
れ
ば
四
十
八

時
間
以
内
に
は
出
発
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
と
い
う
。
説

明
の
中
で
は
消
防
庁
な
ど
が
所

有
す
る
少
人
数
の
患
者
輸
送
用

ヘ
リ
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｈ
４
７
Ｊ

型
と
い
う
の
が
あ
り
、
こ
れ
は

バ
ナ
ナ
の
よ
う
な
太
い
胴
体
の

前
後
に
プ
ロ
ペ
ラ
が
つ
い
て
中

型
ト
ラ
ッ
ク
な
ら
二
台
分
く
ら

い
丸
々
積
ん
で
、
最
長
五
百
四

十
㎞
ま
で
運
べ
る
と
い
う
魅
力

的
な
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
だ
。
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
自
然
災
害
支

援
で
は
、
今
後
「
輸
送
・
通
信

分
野
」
の
支
援
は
高
い
優
先
順

位
で
求
め
ら
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

資
機
材
と
シ
ス
テ
ム
が
揃
っ
て

い
る
日
本
の
貢
献
は
ま
だ
ま
だ

期
待
さ
れ
よ
う
。�

練
を
積
ん
で
い
る
点
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。
基
地
内
で
は
、

ど
の
部
隊
（
と
そ
の
家
族
）

が
ど
の
家
庭
医
を
受
診
す
る

か
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
気

に
入
ら
な
け
れ
ば
変
え
る
こ

と
も
可
能
だ
そ
う
。�

③
治
療
方
針
な
ど
の
決
定
に
積

極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
患

者
さ
ん
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、

薬
の
名
前
に
詳
し
い
患
者
さ

ん
も
多
く
、
テ
レ
ビ
広
告
の

影
響
が
大
き
い
の
だ
そ
う
。�

④
ナ
ー
ス
が
ド
ク
タ
ー
の
下
で

働
く
と
い
う
よ
り
は
、
お
互

い
分
業
し
、
協
力
し
合
っ
て

い
る
印
象
が
強
か
っ
た
。
一

方
で
、
軍
で
あ
る
と
い
う
特

殊
性
か
ら
、
ナ
ー
ス
の
地
位

が
ド
ク
タ
ー
の
地
位
よ
り
も

上
で
あ
る
、
と
い
う
状
況
も

間
々
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
生

じ
る
働
き
づ
ら
さ
も
あ
る
の

だ
そ
う
。
日
本
で
は
考
え
づ

ら
い
状
況
で
あ
っ
た
。�

⑤
患
者
さ
ん
の
待
つ
部
屋
ご
と

に
ド
ク
タ
ー
が
出
向
く
タ
イ

プ
の
診
察
で
、
ド
ク
タ
ー
が

い
る
部
屋
に
順
番
に
患
者
さ

ん
が
入
っ
て
い
く
日
本
と
は

少
し
異
な
っ
た
形
式
で
の
外

来
だ
っ
た
。
こ
の
ス
タ
イ
ル

が
い
い
な
と
感
じ
た
の
は
、

ド
ク
タ
ー
は
診
察
室
を
一
時

的
に
出
て
、
自
分
の
机
に
調

べ
に
戻
っ
た
り
、
仲
間
に
方

針
の
相
談
を
し
た
り
気
軽
に

で
き
る
と
こ
ろ
。�

⑥
ナ
ー
ス
に
もR

N

（
普
通
の
ナ

ー
ス
）
の
ほ
か
に
、
専
門
の

資
格
を
さ
ら
に
持
っ
た
ナ
ー

ス
（
麻
酔
専
門
・
助
産
婦
専

門
・Fam

ily

　Practice

　N
urse

・W
om
en's H

ealth N
urse

の

四
つ
）
が
い
る
。
臨
床
経
験

を
何
年
か
積
ん
だ
あ
と
に
、

学
校
に
さ
ら
に
二
年
通
っ
て

獲
得
す
る
も
の
だ
そ
う
で
、

そ
れ
を
持
っ
て
い
る
と
お
給

料
も
格
段
に
違
う
ら
し
い
。

術
場
で
麻
酔
を
か
け
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
が
、
ド
ク
タ
ー
だ

と
思
っ
た
ら
ナ
ー
ス
で
あ
る

こ
と
に
驚
い
た
。�

⑧
何
で
も
包
み
隠
さ
ず
話
を
す

る
、
裏
表
の
な
い
の
が
ア
メ

リ
カ
人
な
の
か
と
思
っ
て
い

た
が
、
日
本
人
同
様
、
社
交

辞
令
や
ら
、
お
世
辞
や
ら
が

存
在
す
る
こ
と
に
驚
い
た
。

た
だ
、
言
葉
に
な
ら
な
い
こ

と
を
表
情
や
空
気
か
ら
読
み

と
る
、
な
ど
と
い
う
感
覚
は

あ
ま
り
な
く
、

我
慢
や
遠
慮

は
、
日
本
人

に
比
較
し
て

少
な
い
。
ア

メ
リ
カ
人
か

ら
見
て
、
日

本
人
は
自
分

の
気
持
ち
を

人
に
は
話
し

た
く
な
い
人

種
、
と
う
つ

る
そ
う
だ
。�

⑦
多
く
の
人
が

家
族
を
非
常

に
大
切
に
す

る
。
仕
事
場

の
机
に
は
必

ず
、
家
族
と

撮
っ
た
写
真

が
飾
ら
れ
て
お
り
、
家
族
ぐ

る
み
で
の
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ

ー
も
日
常
的
。
ジ
ョ
ー
ジ
も

日
本
の
男
性
は
、
家
族
と
の

時
間
を
大
切
に
し
な
い
人
が

多
い
と
指
摘
し
て
い
た
。
一

方
で
、
離
婚
と
無
縁
に
過
ご

す
人
は
皆
無
に
近
い
。
必
ず
、

両
親
が
離
婚
し
て
い
た
り
、

自
分
自
身
が
二
度
目
の
結
婚

だ
っ
た
り
す
る
。
そ
う
い
っ

た
環
境
や
、
虐
待
な
ど
の
問

題
に
、
深
く
傷
つ
い
て
い
る

子
供
た
ち
が
い
る
こ
と
も
事

実
だ
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
が
語
っ

て
く
れ
た
。�

　
最
も
痛
感
し
た
の
は
や
は
り
、

言
葉
の
壁
と
、
文
化
の
違
い
で

し
た
が
、
同
時
に
、
自
分
が
敬

遠
し
て
い
る
ほ
ど
に
実
は
大
き

な
違
い
は
な
く
、
表
現
の
仕
方

が
違
う
だ
け
で
、
問
題
に
な
る

こ
と
や
、
う
れ
し
い
悲
し
い
と

感
じ
る
こ
と
な
ど
、
人
間
と
し

て
は
そ
ん
な
に
は
違
わ
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
な
と
も
思
い
ま

し
た
。�

　
最
近
よ
く
言
わ
れ
る
オ
ー
ダ

ー
メ
ー
ド
医
療
と
同
じ
く
、
日

本
に
は
日
本
に
と
っ
て
最
良
の

医
療
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
を
た
だ

疑
い
も
な
く
す
べ
て
真
似
を
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

違
い
を
理
解
し
た
う
え
で
、
日

本
に
合
っ
た
も
の
を
見
つ
け
て

い
く
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
重

要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
も
っ
と
他
の
国
の
医

療
や
文
化
に
触
れ
て
み
た
い
し
、

も
っ
と
も
っ
と
、
日
本
と
い
う

国
自
身
を
理
解
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。�

　
二
週
間
異
文
化
の
人
た
ち
と

接
し
、
病
院
で
の
様
々
な
場
面

を
見
て
き
て
、
感
じ
る
こ
と
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ

こ
に
書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
た

く
さ
ん
あ
り
、
ま
だ
消
化
不
良

な
点
も
多
々
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

答
え
は
出
な
く
て
も
多
く
の
こ

と
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
味
で
、

参
加
で
き
て
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。�

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ
た

っ
て
、
お
忙
し
い
中
、
私
た
ち

学
生
と
基
地
と
の
橋
渡
し
役
と

し
て
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
若
林
先
生
、
実
習
中
の
お
世

話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
内
科
医

の
ニ
ッ
キ
ー
、
そ
し
て
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ジ
ョ
ー
ジ
と
ロ

ー
ラ
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

お産に立ち会った後に記念撮影�

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
）�
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今
回
も
皆
様
の
お
力
に
よ
り

無
事
に
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
を

発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
深
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。�

　
皆
様
と
一
緒
に
作
り
あ
げ
る

こ
の
医
学
部
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、

学
内
の
み
な
ら
ず
医
学
部
関
連

機
関
に
も
送
ら
れ
ま
す
。
従
っ

て
、
本
学
部
の
現
状
を
伝
え
る

手
段
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
法

人
化
さ
れ
て
早
一
年
、
本
学
部

で
も
様
々
な
改
革
が
進
め
ら
れ
、

医
学
部
長
を
中
心
に
一
丸
と
な

っ
て
、
荒
波
に
う
ち
勝
っ
て
突

き
進
ん
で
お
り
ま
す
。
本
学
部

が
呑
ま
れ
る
こ
と
な
く
泳
ぎ
続

け
て
い
る
の
も
、
こ
の
医
学
部

ウ
ォ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
本
学
部

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い

る
か
ら
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
本
学
が
生
き
残
る
た

め
に
も
、
こ
れ
か
ら
皆
様
の
お

力
を
益
々
必
要
と
し
ま
す
。
何

と
ぞ
御
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
高
垣
　
記
）�

●
医
学
部
医
学
科�

採
用
（
16
・
12
・
１
）�

外
科
学
第
二
講
座
　
助
手
�

山
田
　
恭
吾
〈
医
員
〉�

�麻
酔
学
講
座
　
助
手
�

吉
田
　
　
仁
〈
医
員
〉
�

�

昇
任
（
17
・
1
・
１
）�

衛
生
学
講
座
　
講
師
�

梅
田
　
　
孝
〈
衛
生
学
講
座
助
手
〉�

�

配
置
換
（
16
・
12
・
１
）�

機
能
回
復
部
門
　
助
教
授
�

早
狩
　
　
誠
〈
生
化
学
第
二
講
座
〉�

�辞
職
（
16
・
12
・
31
）�

公
衆
衛
生
学
講
座
　
教
授
�

三
田
　
禮
造
〈
秋
田
桂
城
短
期
大
学
教
授
〉�

�

辞
職
（
17
・
1
・
31
）�

形
成
外
科
学
講
座
　
助
教
授
�

四
ッ
　
高
敏
〈
札
幌
医
科
大
学
教
授
〉�

�

分
子
病
態
部
門
　
助
手
�

西
江
　
　
信
〈
亀
田
総
合
病
院
医
師
〉�

�

●
附
属
病
院�

採
用
（
16
・
12
・
1
）�

泌
尿
器
科
　
講
師
�

大
和
　
　
隆
�

〈
国
立
病
院
機
構
　
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
〉
�

�
採
用
（
17
・
2
・
1
）�

形
成
外
科
　
助
手
�

新
明
　
康
宏
〈
形
成
外
科
　
医
員
〉
�

�形
成
外
科
　
助
手
�

渡
辺
　
庸
介
〈
形
成
外
科
　
医
員
〉
�

�
�

昇
任
（
16
・
12
・
1
）�

麻
酔
科
　
講
師
�

橋
本
　
　
浩
〈
麻
酔
科
　
助
手
〉
�

�麻
酔
科
　
講
師
�

佐
藤
　
哲
観
〈
麻
酔
科
　
助
手
〉
�

�
昇
任
（
17
・
2
・
1
）�

形
成
外
科
　
講
師
�

横
井
　
克
憲
�

〈
医
学
部
形
成
外
科
学
講
座
　
助
手
〉
�

�
辞
職
（
16
・
12
・
31
）�

放
射
線
科
　
助
手
�

板
橋
　
陽
子
〈
鳴
海
病
院
〉
�

�
辞
職
（
17
・
1
・
31
）�

形
成
外
科
　
助
手
�

渡
邉
　
　
学
〈
弘
愛
会
病
院
〉
�

�
��

併
任
（
命
）
（
16
・
12
・
28
）�

形
成
外
科
�

四
ッ
　
　
高
敏
�

〈
形
成
外
科
科
長
を
命
ず
る
〉
�

�
�併

任
（
命
）
（
17
・
2
・
1
）�

形
成
外
科
�

横
井
　
克
憲
�

〈
形
成
外
科
科
長
を
命
ず
る
〉
�

�
併
任
（
免
）
（
16
・
12
・
28
）�

形
成
外
科
�

澤
田
　
幸
正
�

〈
形
成
外
科
科
長
を
免
ず
る
〉
�

研修医宿舎居室内部。冷暖房完備。�
ベッド、机、椅子等は備え付け。�

研修医宿舎居室内部。�
キッチンも結構広い。�

男性研修医用宿舎入り口。�

整備された研修医宿舎。鉄筋4階建て。�

　
平
成
十
六
年
度
か
ら
必
修
化

さ
れ
た
新
医
師
臨
床
研
修
制
度

も
一
年
目
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
本
学
附
属
病
院
で
も

こ
の
一
年
の
間
に
、
よ
り
良
い

卒
後
研
修
を
行
な
う
た
め
に
急

ピ
ッ
チ
で
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両

面
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
面
で
は
一
年
次

研
修
医
に
対
し
四
月
一

日
か
ら
実
習
中
心
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、

「
ベ
ス
ト
研
修
医
賞
」
制

度
の
創
設
、「
研
修
医
の

医
療
行
為
に
関
す
る
基
準
」

の
作
成
、E

PO
C

に
よ
る

研
修
医
・
指
導
医
双
方

向
評
価
の
開
始
、「
研
修

医
の
た
め
の
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」

の
創
設
、
研
修
医
の
た

め
のC

P
C

の
開
始
な
ど

い
く
つ
も
の
新
し
い
制
度
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
ハ
ー
ド
面

で
は
、
研
修
医
当
直
室
の
整
備

な
ど
を
行
な
っ
た
の
に
つ
づ
き
、

関
係
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り

昨
年
十
二
月
十
三
日
つ
い
に

従
来
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た

研
修
医
宿
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
保
健
学
科
に
隣
接
し

て
建
っ
て
い
る
看
護
師
宿
舎

を
改
築
し
た
も
の
で
、
建
物

の
入
り
口
を
男
女
別
に
分
け
、

男
性
研
修
医
用
十
三
室
、
女

性
研
修
医
用
六
室
の
計
十
九

部
屋
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

室
内
は
い
わ
ゆ
る
ワ
ン
ル
ー

ム
・
マ
ン
シ
ョ
ン
形
式
に
な

っ
て
お
り
、
冷
暖
房
完
備
の

二
十
二
〜
二
十
三
平
方
メ
ー

ト
ル
の
居
室
（
一
部
の
女
性

研
修
医
用
の
部
屋
は
三
十
平

方
メ
ー
ト
ル
）
に
、
バ
ス
、

ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
が
付
い

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ベ
ッ
ド
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
勉
強
机
、
椅
子
、

電
気
ス
タ
ン
ド
、
本
立
て
、

洋
服
ダ
ン
ス
、
食
器
戸
棚
、

冷
蔵
庫
、
調
理
用
ガ
ス
レ
ン
ジ
、

瞬
間
湯
沸
か
し
器
が
部
屋
に

備
え
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
設
備
を

も
つ
宿
舎
が
極
め
て
軽
い
負
担

で
借
り
ら
れ
る
の
が
魅
力
で
す

（
た
だ
し
光
熱
水
道
料
は
別
）。

本
宿
舎
を
研
修
医
の
方
々
に
利

用
し
て
頂
き
、
本
学
に
お
け
る

卒
後
臨
床
研
修
が
よ
り
実
り
多

い
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。
二
月
九
日
現
在
、

ま
だ
空
室
は
あ
り
ま
す
の
で
、

来
年
度
研
修
医
と
し
て
本
学
に

在
籍
さ
れ
る
予
定
の
方
に
ご
検

討
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
申

し
込
み
、
お
問
合
わ
せ
先
は
総

務
課
卒
後
研
修
係
（
内
線
五
一

七
八
）
で
す
。�

　
弘
前
大
学
医
学
部
五
十
周
年

記
念
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ら
び
に

弘
前
大
学
医
学
部
管
弦
楽
団
に

よ
る
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
が
附
属
病
院
外
来
待
合

ホ
ー
ル
で
さ
る
十
二
月
二
十
四

日
に
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は

開
会
前
か
ら
多
く
の
患
者
さ
ん

や
職
員
が
訪
れ
、
耳
鼻
科
新
川

秀
一
教
授
の
開
会
の
挨
拶
に
引

き
続
き
、
馬
場
正
之
神
経
統
御

部
門
助
教
授
の
指
揮
で
お
ご
そ

か
に
演
奏
会
が
始
ま
っ
た
。

今
回
は
マ
ン
フ
レ
デ
ィ

ー
ニ
作
曲
の
ク
リ
ス
マ

ス
協
奏
曲
の
演
奏
に
引

き
続
き
、
ア
ー
ベ
ル
作

曲
チ
ェ
ン
バ
ロ
協
奏
曲

変
ホ
長
調
を
弘
前
バ
ッ

ハ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
島

口
和
子
さ
ん
の
独
奏
を

交
え
て
、
そ
し
て
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
作
曲
フ
ル

ー
ト
協
奏
曲
第
６
番
ト

長
調
を
馬
場
助
教
授
の

独
奏
を
交
え
て
演
奏
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
も
ろ

び
と
こ
ぞ
り
て
」
な
ど

お
な
じ
み
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

メ
ド
レ
ー
が
奏
で
ら
れ
、

最
後
は
「
き
よ
し
こ
の
よ

る
（
聖
夜
）」
に
て
締
め
く

く
ら
れ
た
。
本
学
医
学
科

学
生
の
平
野
道
基
君
（
三
年
）

と
市
野
瀬
剛
君
（
三
年
）

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
独
奏
や

山
形
聡
君
（
三
年
）
に
よ

る
チ
ェ
ロ
独
奏
が
あ
っ
た
ほ
か
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
新
川
教
授

は
じ
め
職
員
と
学
生
有
志
が
多

数
参
加
し
熱
演
を
披
露
し
た
。

今
回
は
ち
ょ
う
ど
二
十
四
日
の

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
当
た
っ
た

こ
と
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲

気
も
盛
り
上
が
り
、
外
来
ホ
ー

ル
を
埋
め
た
約
百
名
の
患
者
さ

ん
は
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
終

始
な
ご
や
か
な
表
情
で
生
演
奏

を
堪
能
し
た
。
　
　（
中
澤
　
記
）�
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暖
冬
が
予
想
さ
れ
た
今
季
は

予
想
に
反
し
て
、
津
軽
地
方
は

大
豪
雪
に
み
ま
わ
れ
た
。
二
月

四
日
で
積
雪
は
一
ｍ
十
㎝
に
達

し
、
そ
の
後
も
、
雪
は
止
む
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
青
森
気
象
台
の
発
表
に
よ
れ

ば
、
十
七
年
ぶ
り
の
豪
雪
と
の

こ
と
。
医
学
部
な
ら
び
に
附
属

病
院
で
は
連
日
の
大
雪
対
策
に

お
お
わ
ら
わ
。
雪
か
き
に
精
を

出
す
職
員
の
姿
が
目
立
ち
ま
し

た
。
そ
の
た
め
駐
車
場
も
狭
く

場
所
を
確
保
で
き
な
い
職
員
は

困
り
果
て
て
い
ま
し
た
。
一
台

で
も
自
動
車
を
収
容
し
よ
う
と

し
て
い
た
職
員
の
皆
様
、
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。（
花
田
　
記
）�

雪かきに汗をながす医学部職員�

医学部前の積雪�


